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3．整備効果の整理 

 

3．整備効果の整理 

将来交通量の推計結果に基づき、対象事業の整備ありと整備なしの両ケースの配分交通量より整備効

果の整理を行う。 

 

3-1．費用便益分析 

 

(1)便益算定条件 

1)費用便益分析の基本的な考え方 

費用便益分析は「費用便益分析マニュアル」国土交通省道路局 都市・地域整備局（平成 20年 11月）

に基づいて算出する。 

費用便益分析は、ある年次を基準年とし、道路整備が行われる場合と、行われない場合のそれぞれに

ついて、一定期間の便益額、費用額を算定し、道路整備に伴う費用の増分と、便益の増分を比較するこ

とにより分析、評価を行うものである。 

道路の整備に伴う効果としては、渋滞の緩和や交通事故の減少の他、走行快適性の向上、沿道環境の

改善、災害時の代替路確保、交流機会の拡大、新規立地に伴う生産増加や雇用・所得の増大等、多岐多

様に渡る効果が存在する。 

本マニュアルにおいては、それらの効果のうち、現時点における知見により、十分な精度で計測が可

能でかつ金銭表現が可能である、「走行時間短縮」、「走行経費減少」、「交通事故減少」の項目につ

いて、道路投資の評価手法として定着している社会的余剰を計測することにより便益を算出する。 

 

2) 費用及び便益算出の前提 

費用便益分析にあたっては、算出した各年次の便益、費用の値を割引率を用いて現在価値に換算し分

析する。本マニュアルでは、費用便益分析にあたり、以下の数値を用い計算を行うものとする。検討年

数は、道路施設の耐用年数等を考慮し、50年としている。 

 

・分析対象区間：関越道～東名高速の区間 

・便益計測範囲：1都 3県（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県） 

・基準年次：平成 25年度 

・検討年数：50 年 
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図 3-1.1 概略検討フロー 

 

 

１．費用及び便益算出の前提 
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(2)便益の算定 

1)「走行時間短縮便益」の計測 

走行時間短縮便益は、道路の整備・改良が行われない場合の総走行時間費用から、道路の整備・改良

が行われる場合の総走行時間費用を減じた差として算定する。総走行時間費用は、各トリップのリンク

別車種別の走行時間に時間価値原単位を乗じた値をトリップ全体で集計したものである。 

 

①算定式 

走行時間短縮便益 ： ＢＴ=ＢＴo－ＢＴw  

総走行時間費用   ： 

ここで、 

ＢＴ  ： 走行時間短縮便益(円／年)  

ＢＴi ： 整備 iの場合の総走行時間費用(円／年)  

Ｑijl ： 整備 iの場合のリンク lにおける車種 jの交通量(台／日)  

Ｔijl ： 整備 iの場合のリンク lにおける車種 jの走行時間(分)  

αj ： 車種 jの時間価値原単位(円／台・分)  

i ： 整備有の場合Ｗ、無しの場合Ｏ 

j ： 車種  

l ： リンク  

 

②車種別の時間価値原単位(αj) 

時間価値原単位については地域又は道路種別によって差が生じることも考えられる。 

各地域又は道路種別によって独自に設定されている数値がある場合、それらを用いてもよい。ただし、

その場合は、原則として、数値及びその算定根拠について公表するものとする。 

車種別の時間価値原単位(αj)の例を表 3-1.1に示す。 

 

単位：円／台・分 

 

 

 

 

 

 

 

注：平成 20年価格 

表 3-1.1 車種別の時間価値原単位(αj) 

車種(j) 時間価値原単位 

乗用車 40.10 

バス 374.27 

乗用車類 45.78 

小型貨物車 47.91 

普通貨物車 64.18 

∑∑ ×××=
j l

jijlijli TQBT 365)( α
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③休日の考慮 

観光目的の交通量が増大するなど休日の交通状況が平日の交通状況と大きく異なる道路については、

平日の便益に休日と平日の交通量比(休日係数) 又は休日と平日の走行時間比を乗じることにより、便益

を計算してよい。 

本検討では考慮しないものと設定した。 

 

④災害等による通行止めの考慮 

災害等により通行止めが発生する区間を含む道路網において便益を算出する場合は、通行止めの状況

を再現した交通流推計を実施することにより、通常の期間と切り分けて当該通行止め期間の便益を計算

してよい。 

なお、通行止めの日数は、対象地域の実績値から設定することとする。また、整備無において、通行

止めに伴う迂回の所要時間が大きく、走行自体をとり止める交通が相当程度ある場合には、これを考慮

する必要がある。 

本検討では考慮しないものと設定した。 

 

⑤冬期の交通状況の考慮 

冬期の積雪や凍結により走行速度や交通容量が低下する地域の道路網において便益を算出する場合は、

冬期の状況を再現した交通流推計を実施することにより、通常の期間と切り分けて冬期の便益を計算し

てよい。 

なお、冬期日数や当該期間の走行速度と交通容量の関係については、当該地域や道路に応じて設定す

ることとする。 

本検討では考慮しないものと設定した。 

 

2)「走行経費減少便益」の計測 

走行経費減少便益は、道路の整備・改良が行われない場合の走行経費から、道路の整備・改良が行わ

れる場合の走行経費を減じた差として算定する。 

なお、走行経費減少便益は、走行条件が改善されることによる費用の低下のうち、走行時間に含まれ

ない項目を対象としている。具体的には、燃料費、油脂(オイル)費、タイヤ・チューブ費、車両整備(維

持・修繕)費、車両償却費等の項目について走行距離単位当たりで計測した原単位(円／㎞・台)を用いて

算定する。 
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①算定式 

走行経費減少便益 ： ＢＲ=ＢＲo－ＢＲw   

総走行費用      ： 

ここで、  

ＢＲ ： 走行経費減少便益(円／年)  

ＢＲi ： 整備 iの場合の総走行経費(円／年) 

Ｑijl ： 整備 iの場合のリンク lにおける車種 jの交通量(台／日)  

Ｌl ： リンク lの延長(㎞)  

βj ： 車種 jの走行経費原単位(円／台・㎞) 

i ： 整備有の場合Ｗ、無しの場合Ｏ  

j ： 車種  

l ： リンク 

 

 

②車種別の走行経費原単位(βj) 

走行経費原単位を、各地域で独自に設定している数値がある場合、それらを用いてもよい。ただし、

その場合は、原則として、数値及びその算定根拠について公表するものとする。 

車種別の走行経費原単位(βj)の例を次頁表に示す。 

本検討ではマニュアルの単価を使用した。 

 

∑∑ ×××=
j l

jlijli LQBR 365)( β
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3．整備効果の整理 

 

③休日等の考慮 

休日、災害等による通行止め、冬期交通の状況については、「走行時間短縮便益」の計測と同様に考

慮してよい。 

表 3-1.2 車種別走行経費原単位(βj) 

一般道(市街地) 

速度

(km/h) 
乗用車 バス 乗用車類 小型貨物 普通貨物 

5 44.82 114.46 46.00 34.40 77.94 

10 32.54 96.41 33.62 29.42 63.97 

15 28.26 89.42 29.30 27.32 57.23 

20 26.02 85.31 27.02 26.00 52.54 

25 24.60 82.46 25.58 25.03 48.86 

30 23.62 80.32 24.58 24.26 45.84 

35 22.90 78.66 23.85 23.65 43.34 

40 22.63 77.76 23.57 23.30 41.81 

45 22.46 77.12 23.39 23.03 40.63 

50 22.37 76.71 23.29 22.85 39.79 

55 22.37 76.53 23.29 22.75 39.30 

60 22.44 76.57 23.36 22.74 39.18 

一般道(平地) 

速度

(km/h) 
乗用車 バス 乗用車類 小型貨物 普通貨物 

5 35.60 90.90 36.54 28.30 66.45 

10 25.26 75.81 26.11 24.35 56.40 

15 21.62 69.79 22.44 22.60 50.96 

20 19.69 66.16 20.48 21.44 46.91 

25 18.46 63.60 19.23 20.57 43.60 

30 17.60 61.46 18.35 19.87 40.83 

35 16.97 60.10 17.70 19.30 38.49 

40 16.65 59.14 17.37 18.92 36.87 

45 16.43 58.42 17.14 18.63 35.59 

50 16.29 57.93 16.99 18.42 34.64 

55 16.22 57.65 16.92 18.29 34.02 

60 16.22 57.58 16.92 18.24 33.75 

注１）平成 20年価格 
注２）設定速度間の原単位は直線補完により設定する。 
注３）60km/hを超える速度については、60km/hの値を用いる。 
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一般道(山地) 

速度

(km/h) 
乗用車 バス 乗用車類 小型貨物 普通貨物 

5 33.68 85.96 34.57 27.01 64.03 

10 23.74 71.48 24.55 23.27 54.80 

15 20.24 65.67 21.02 21.59 49.63 

20 18.38 62.15 19.12 20.47 45.72 

25 17.19 59.64 17.91 19.62 42.49 

30 16.35 57.72 17.06 18.94 39.77 

35 15.74 56.21 16.42 18.38 37.47 

40 15.41 55.23 16.09 17.99 35.83 

45 15.18 54.49 15.84 17.70 34.52 

50 15.02 53.98 15.69 17.48 33.55 

55 14.94 53.69 15.60 17.34 32.91 

60 14.93 53.60 15.59 17.28 32.60 

高速・地域高規格 

速度

(km/h) 
乗用車 バス 乗用車類 小型貨物 普通貨物 

30 11.00 41.19 11.51 15.04 32.25 

35 10.51 39.88 11.01 14.55 33.22 

40 10.15 38.85 10.64 14.14 31.50 

45 9.87 38.05 10.35 13.82 30.11 

50 9.67 37.46 10.14 13.58 29.04 

55 9.54 37.08 10.00 13.41 28.28 

60 9.46 36.90 9.93 13.32 27.85 

65 9.44 36.91 9.90 13.30 27.75 

70 9.47 37.10 9.94 13.35 27.97 

75 9.55 37.49 10.03 13.48 28.52 

80 9.69 38.08 10.17 13.69 29.41 

85 9.89 38.86 10.38 13.97 30.65 

90 10.15 39.84 10.65 14.34 32.25 

注１）平成 20年価格 
注２）設定速度間の原単位は直線補完により設定する。 
注３）90km/hあるいは 60km/hを超える速度については、 
   90km/hあるいは 60km/hの値を用いる。 
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3)「交通事故減少便益」の計測 

交通事故減少便益は、道路の整備・改良が行われない場合の交通事故による社会的損失から、道路の

整備・改良が行われる場合の交通事故による社会的損失を減じた差として算定する。 

道路の整備・改良が行われない場合の総事故損失および道路の整備・改良が行われる場合の総事故損

失は、発生事故率を基準とした算定式を用いてリンク別の交通事故の社会的損失を算定し、これを全対

象リンクで集計する。交通事故の社会的損失は、運転者、同乗車、歩行者に関する人的損害額、交通事

故により損壊を受ける車両や構築物に関する物的損害額及び、事故渋滞による損失額から算定している。 

 

①算定式 

年間総事故減少便益 ： ＢＡ=ＢＡo－ＢＡw  

交通事故の社会的損失 ：   

 

道路・沿道区分 事故損失額算定式 

一般道路 

DID 

2車線 ＡＡil=2150×Ｘ1il＋ 530×Ｘ2il 

4車線以上 
中央帯無 ＡＡil=2000×Ｘ1il＋ 530×Ｘ2il 

中央帯有 ＡＡil=1700×Ｘ1il＋ 530×Ｘ2il 

その他市街地 

2車線 ＡＡil=1670×Ｘ1il＋ 550×Ｘ2il 

4車線以上 
中央帯無 ＡＡil=1580×Ｘ1il＋ 500×Ｘ2il 

中央帯有 ＡＡil=1140×Ｘ1il＋ 500×Ｘ2il 

非市街地 

2車線 ＡＡil= 1330×Ｘ1il＋ 660×Ｘ2il 

4車線以上 
中央帯無 ＡＡil= 1100×Ｘ1il＋ 570×Ｘ2il 

中央帯有 ＡＡil= 950×Ｘ1il＋ 570×Ｘ2il 

高速道路 ＡＡil= 360×Ｘ1il 

 

 ここで、 

ＢＡ ： 年間総事故減少便益(千円／年) 

ＢＡi ： 整備 iの場合の交通事故の社会的損失(千円／年) 

ＡＡil ： 整備 iの場合のリンク lにおける交通事故の社会的損失(千円／年) 

Ｘ1il=Ｑil×Ｌl ： 整備 iの場合のリンク lにおける走行台キロ(千台㎞／日)  

Ｘ2il=Ｑil×Ｚl ： 整備 iの場合のリンク lにおける走行台個所(千台個所／日)  

Ｑil ： 整備 iの場合のリンク lにおける交通量(千台／日) 

Ｌl ： リンク lの延長(㎞)  

Ｚl ： リンク lの主要交差点数(個所) 

i  ： 整備有の場合Ｗ、無しの場合Ｏ  

l ： リンク 

表 3-1.3 交通事故損失額算定式(1) 

∑=
l

ili AABA )(
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ここに「中央帯有」とは、それぞれの設置延長がリンク延長の 65％以上である場合をいう。また、主

要交差点とは、交差道路の幅員が 5.5ｍ以上である交差点をいう。なお、１車線道路に関しては、２車

線道路の式を用いて算定するものとする。 

また、現段階で中央帯の有無がデータとして把握されていない場合は、それらを考慮しない下記の式

を用いて交通事故減少便益を算定してもよい。 

本検討では中央帯の有無を考慮しない算定式を使用した。 

 

(中央帯の有無を考慮しない場合) 

 

 

道路・沿道区分 事故損失額算定式 

一般道路 

DID 

4車線以上 

ＡＡil=1760×Ｘ1il＋ 530×Ｘ2il 

その他市街地 ＡＡil=1260×Ｘ1il＋ 500×Ｘ2il 

非市街部 ＡＡil= 1030×Ｘ1il＋ 570×Ｘ2il 

 

4) 便益の算定 

各便益の算定結果をもとに、当該道路整備・改良全体の便益を算定する。 

①検討期間全体の便益の設定 

整備路線の供用開始年を起算点として、3-1.（1）便益算定条件で設定した検討期間(50 年間)にわた

り、各年次の便益の値を算定する。 

 

②便益の現在価値の算定 

①で設定した検討期間中の各便益を、3-1.（1）便益算定条件で設定した割引率を用い基準年次におけ

る現在価値に割り引いて算定する。算定は、次式により行うものとする。 

 

便益 jの現在価値 ：   

 

ここで、 

ＢofPVj ： 便益 jの現在価値(円)  

S ： 基準年次(平成 n年)から供用開始年次(平成(n+s)年)までの年数(年) 

t ： 供用開始年次を 0年目とする年次(年) 

Ｂjt ： 供用開始後 t年目の便益 jの計測値(円) 

i ： 割引率(＝4%) 

j ： 便益種別 

 

③便益額の合計 

②で算出された各便益の現在価値額を合計した額が便益合計額となる。 

表 3-1.4 交通事故損失額算定式(2) 

∑












+
=

+
t

ts
jt

j
i

B
BofPV

)1(
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(3)費用の算定 

1) 費用算定の考え方 

費用便益分析において、費用としては、道路整備に要する事業費(用地費を含む)及び、維持管理に要

する費用があげられる。消費税相当額は費用から控除して算定する。 

厳密には、便益算定時に対象となる全路線において、当該道路整備が行われる場合と、行われない場

合のそれぞれについて、道路整備に要する事業費及び維持管理に要する費用の合計を算出し、その差を

費用として計上するべきであるが、算出が困難な場合、当該道路整備に要する事業費及び、当該道路の

供用後に必要となる維持管理に要する費用のみの計上でよい。 

 

①道路整備に要する事業費 

道路整備に要する事業費は、工事費、用地費、補償費、間接経費等を対象とし、その設定については、

次の様に考える。 

① 評価の時点で、事業費、事業期間及び、事業費の配分がほぼ確定しているものについては、それら

を用い設定する。 

② 評価の時点で、概算事業費しかない場合は、これまでの類似事業を参考に事業期間で事業費の配分

を設定する。 

 

②道路維持管理に要する費用 

道路維持管理に要する費用は、橋梁、トンネル等の道路構造物の点検・補修にかかる費用、巡回・清

掃等にかかる費用、除雪等にかかる費用等（間接経費を含む） を対象とする。その設定については、既

存の路線での実績を参考に、車線数、交通量、構造物比率や雪氷対策の必要性等を考慮して設定する。
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3．整備効果の整理 

 

2) 総費用の現在価値の算定 

事業費、維持管理費について、当該道路の整備・改良が行われる場合の費用から、当該道路の整備・

改良が行われない場合の費用を減じた差を、3-.1（1）便益算定条件で設定した検討期間(50 年間)にわ

たり、各年次毎に算定し、基準年次における現在価値を算定する。事業費は、事業期間での設定となり、

維持管理費は、当該道路の供用開始年次より検討期間(50年間)の各年次における設定となる。また、事

業費のうち用地費など、検討期間後の残存価値については、現在価値化したのち控除してもよい。 

現在価値の算定の考え方は、便益の現在価値の算定の場合と同様で、次式で行うものとする。 

 

 

費用 jの現在価値 ：   

ここで、 

ＣofPVj ： 費用 jの現在価値(円) 

s ： 基準年次から供用開始年次までの年数(年) 

t ： 供用開始年次を 0年目とする年次(年) 

Ｃj(s+t) ： 年次 s+t年目の費用 jの値(円) 

i ： 割引率(＝4%) 

j   ： 費用種別 

 

これらを、検討年次期間(50+s年間)で合計したものが、総費用となる。 

 

 

 

 

∑
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3．整備効果の整理 

 

3) 費用便益分析の実施 

費用便益分析は、次のＣＢＲ(Ｂ/Ｃ)によりとり行う。 

 

○社会費用便益比(ＣＢＲ(Ｂ/Ｃ)) 

ＣＢＲ(Ｂ/Ｃ)＝(プロジェクト便益の現在価値)÷(プロジェクト費用の現在価値) 

 

プロジェクト便益＝走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益 

 

プロジェクト費用＝事業費＋維持管理費 
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3．整備効果の整理 

 

(4)費用便益分析結果 

本業務で算出した費用便益分析結果を以下に示す。 

 

1) 費用便益分析 

交通量推計結果をうけて、費用便益（全体又は残事業）の算出及び分析を行った。 

なお、便益計測対象範囲は交通量の増減の変化が著しい範囲とした。 

 

全体事業と残事業の費用便益分析結果は、以下のとおりである。 

 

 

表 3-1.5 費用便益分析結果 

事業名 全体事業 残事業 

東京外かく環状道路（関越～東名） ２．３ ２．５ 
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3．整備効果の整理 

 

2) 感度分析の実施 

全体事業と残事業の感度分析結果は、以下のとおりである。 

 

 

表 3-1.6 感度分析結果（全体事業） 

事業名 

全体事業 

交通量 

+10% 

交通量 

-10% 

事業費 

+10% 

事業費 

-10% 

事業期間 

+2年 

事業期間 

-2年 

東京外かく環状道路（関越～東名） 2.6 2.0 2.1 2.5 2.1 2.3 

 

 

表 3-1.7 感度分析結果（残事業） 

事業名 

全体事業 

交通量 

+10% 

交通量 

+10% 

事業費 

+10% 

事業費 

+10% 

事業期間 

+2年 

事業期間 

-2年 

東京外かく環状道路（関越～東名） 2.8 2.2 2.3 2.8 2.3 2.6 

 

 

 

 

 

 3-14 



 

 

3．整備効果の整理 

 

3) 効果分析の実施 

交通量推計をうけて、効果分析の算出を行った結果を以下に示す。 

 

 

表 3-1.8 効果分析結果 

 

 

 

 

 

※区間ａとは、当該事業による影響を受ける区間（原則として費用便益分析の対象リンク） 

※区間ｂとは、事業に並行する区間 

 

削減量 削減率 削減量 削減率 削減量 削減率 削減量 削減率

東京外かく環状道路
（関越～東名）

285 33% 178,000 0.4% 283 0.5% 14 0.5%

事業名
区間ａ 区間ａ

効果分析
NOX排出量（t/年） SPM排出量（t/年）

区間ａ

渋滞損失時間（万人時/年） CO2排出量（t/年）
区間ｂ
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3．整備効果の整理 

 

3-2．客観的評価指標 

 

事業評価の基準である客観的評価指標について、過年度報告書（H24 外環交通分析検討業務）で検討

されている分析内容を踏まえ、外環（関越～東名）に該当する内容について分析した。 

 

(1)客観的評価指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様
式

１
　

客
観

的
評

価
指

標
に

よ
る

事
業

採
択

の
前

提
条

件
、

事
業

の
効

果
や

必
要

性
の

確
認

の
状

況

事
業

名
東

京
外

か
く

環
状

道
路

（
関

越
～

東
名

）

事
業

主
体

国
土

交
通

省
関

東
地

方
整

備
局

東
日

本
高

速
道

路
株

式
会

社
中

日
本

高
速

道
路

株
式

会
社

●
事

業
採

択
の

前
提

条
件

を
確

認
す

る
た

め
の

指
標

指
標

チ
ェ

ッ
ク

の
根

拠

前
提

条
件

事
業

の
効

率
性

■
便

益
が

費
用

を
上

回
っ

て
い

る
事

業
全

体
：

費
用

便
益

比
（

B
/
C
）

＝
2
.
3
　

（
経

済
的

純
現

在
価

値
（

B
-
C
）

＝
1
4
,
5
1
0
億

円
、

経
済

的
内

部
収

益
率

（
E
I
R
R
）

＝
 
9
.
2
％

）
残

事
業

　
：

費
用

便
益

比
（

B
/
C
）

＝
2
.
5
　

（
経

済
的

純
現

在
価

値
（

B
-
C
）

＝
1
5
,
5
9
0
億

円
、

経
済

的
内

部
収

益
率

（
E
I
R
R
）

＝
1
0
.
3
％

）

●
事

業
の

効
果

や
必

要
性

を
評

価
す

る
た

め
の

指
標

政
策

目
標

指
標

チ
ェ

ッ
ク

の
根

拠

１
．

活
力

円
滑

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
確

保

●
並

行
区

間
等

の
年

間
渋

滞
損

失
時

間
（

人
・

時
間

）
及

び
削

減
率

東
京

都
内

の
渋

滞
損

失
時

間
の

改
善

【
渋

滞
損

失
時

間
】

区
間

b
（

当
該

区
間

/
並

行
区

間
）

に
つ

い
て

：
（

環
状

８
号

線
）

　
　

並
行

区
間

等
（

当
該

区
間

）
の

損
失

時
間

：
6
9
4
.
0
千

人
時

間
/
年

（
世

田
谷

区
瀬

田
～

練
馬

区
南

田
中

）
　

　
並

行
区

間
等

（
当

該
区

間
）

の
損

失
時

間
削

減
率

：
約

3
割

■
並

行
区

間
等

に
お

け
る

混
雑

時
旅

行
速

度
が

2
0
k
m
/
h
未

満
で

あ
る

区
間

の
旅

行
速

度
の

改
善

が
期

待
さ

れ
る

対
象

区
間

（
環

状
８

号
線

：
世

田
谷

区
瀬

田
～

練
馬

区
南

田
中

）
改

善
見

込
み

（
1
8
.
3
k
m
/
h
⇒

2
0
.
3
k
m
/
h
)

■
並

行
区

間
等

に
、

当
該

路
線

の
整

備
に

よ
り

利
便

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

バ
ス

路
線

が
存

在
す

る
又

は
新

た
な

バ
ス

路
線

が
期

待
で

き
る

環
状

７
号

線
、

環
状

８
号

線
の

バ
ス

路
線

の
利

便
性

向
上

が
期

待
で

き
る

□
新

幹
線

駅
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る

■
第

一
種

空
港

、
第

二
種

空
港

、
第

三
種

空
港

も
し

く
は

共
用

飛
行

場
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
対

象
空

港
：

羽
田

空
港

　
対

象
地

域
：

関
越

自
動

車
道

（
大

泉
J
C
T
）

以
北

地
域

改
善

見
込

み
（

羽
田

空
港

～
関

越
自

動
車

道
（

大
泉

J
C
T
）

：
1
1
0
分

⇒
7
0
分

）

物
流

効
率

化
の

支
援

■
特

定
重

要
港

湾
も

し
く

は
国

際
コ

ン
テ

ナ
航

路
の

発
着

港
湾

へ
の

ア
ク

セ
ス

向
上

が
見

込
ま

れ
る

３
環

状
の

背
後

圏
か

ら
横

浜
港

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
の

向
上

■
農

林
水

産
業

を
主

体
と

す
る

地
域

か
ら

大
都

市
圏

へ
の

農
林

水
産

品
の

流
通

の
利

便
性

向
上

が
見

込
ま

れ
る

東
京

中
央

卸
売

市
場

と
郊

外
間

の
流

通
の

利
便

性
が

向
上

東
京

中
央

卸
売

市
場

～
農

林
水

産
業

を
主

体
と

す
る

郊
外

へ
の

ア
ク

セ
ス

道
路

で
あ

る
関

越
（

大
泉

J
C
T
）

：
１

０
５

分
⇒

７
６

分

指
　

　
標

指
　

標
　

（
対

象
と

な
る

指
標

の
み

記
載

。
効

果
が

確
認

さ
れ

る
も

の
は

□
を

■
に

変
更

）

 3-16 



 

 

3．整備効果の整理 
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5
％

削
減

●
並

行
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間
等

に
お

け
る

自
動

車
か

ら
の

S
P
M
排

出
削

減
率

（
現

況
）

自
動

車
N
O
X
・

P
M
法

対
策

地
域

指
定

の
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有

（
推

計
結

果
）

評
価
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象
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（
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C
算

出
エ

リ
ア

）
排
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削

減
量

：
1
4
t
／

年
、

排
出

削
減

率
：

0
.
5
％

削
減

□
並

行
区

間
等

で
騒

音
レ

ベ
ル

が
夜

間
要

請
限

度
を

超
過

し
て

い
る

区
間

に
つ

い
て

、
新

た
に

要
請

限
度

を
下

回
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

区
間

が
あ

る

□
そ

の
他

、
環

境
や

景
観

上
の

効
果

が
期

待
さ

れ
る

５
．

そ
の

他
他

の
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
と

の
関

係
■

他
機

関
と

の
連

携
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
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置
づ

け
ら

れ
て

い
る

『
「

2
0
2
0
年

の
東

京
」

へ
の

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

2
1
0
3
』

(
平

成
2
5
年

1
月

)
 
に

「
都

心
へ

の
流

入
交

通
を

迂
回

さ
せ

る
こ

と
で

交
通

事
情

を
大

き
く

改
善

す
る

と
と

も
に

、
日

本
の

東
西

交
通

の
バ

イ
パ

ス
機

能
が

強
化

さ
れ

る
な

ど
、

災
害

時
の

物
流

・
交

通
を

確
保

す
る

三
環

状
道

路
の

整
備

促
進

」
と

し
て

位
置

づ
け

■
そ

の
他

、
対

象
地

域
や

事
業

に
固

有
の

事
情

等
、

以
上

の
項

目
に

属
さ

な
い

効
果

が
見

込
ま

れ
る

本
事

業
の

整
備

に
よ

り
、

環
状

８
号

線
の

交
通

量
が

減
少

し
、

渋
滞

が
緩

和
さ

れ
る

こ
と

で
混

雑
を

避
け

て
生

活
道

路
に

入
り

込
ん

で
い

た
通

り
抜

け
自

動
車

が
環

状
８

号
線

を
走

行
す

る
よ

う
に

な
り

、
そ

の
結

果
、

生
活

道
路

の
安

全
性

が
向

上
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3．整備効果の整理 

 

(2)活力 

1)並行区間等の年間渋滞損失時間（人・時間）及び削減率 

並行する現道である環状８号線、環状７号線の損失時間は、以下のとおりである。 

 

①渋滞損失時間とは 

基準となる旅行時間（基準旅行時間）から実際にかかった旅行時間の遅れ時間を渋滞損失時間と呼ん

でいる。よって、「基準旅行時間」から少しでも余分に時間がかかれば、それほど混雑がひどくなくて

も「渋滞損失時間」は発生することとなる。（ただし、基準旅行時間よりも速く走行できた場合は、「渋

滞損失時間」はゼロとしている。） 

ここで、基準旅行時間とは遅れ時間を算定するための基準となる旅行時間で、以下のような考え方に

基づき算出される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：渋滞に関する指標の解説（国土交通省）より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土技術政策総合研究所 

図 3-2.1 渋滞損失時間算出式等 

渋滞損失時間算出式 

基準旅行時間 

実際の旅行時間は、プローブカーにより実際に走行したデータより得られる旅行時間 

実際の旅行時間 

損失時間としては、一般的に（全乗車人員に対する）総損失時間（人時間/日）を算定する。

この場合、車種別平均乗車人数には、大型車 1.64人、小型車 1.30人を使う。これは、H17セン

サス自動車起終点調査から得られたものである。 

渋滞損失時間 
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3．整備効果の整理 

 

②外環（関越～東名）に並行する区間の損失時間（現況値） 

・ 環状８号線：約６９４．０千人時間/年・ｋｍ（全国平均の約２６倍） 

・ 環状７号線：約４０１．３千人時間/年・ｋｍ（全国平均の約１５倍） 

※全国平均値約２６．３千人時間/年・ｋｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：民間プローブデータ（平成 21年度） 

※図の値は、損失時間を kmあたりに換算した値 

図 3-2.2 損失時間の発生状況 

 

 

 

③外環（関越～東名）に並行する区間の損失時間（推計値） 

推計結果（整備あり・なし）による損失時間は 3-1.(4）費用便益分析結果より、外環（関越～東名）

が整備されることにより約３割の損失時間削減が見込まれる。 

 

環
状

８
号

線

環
状

７
号

線

中
央

道

関 越 道

青梅街道

東
八

道
路

(仮称)東名JCT

(仮称 )中央J C T

(仮称)東八道路IC

(仮称)青梅街道IC

(仮称)目白通りIC

大泉JCT

東
名

高
速

東
京

外
か

く
環

状
道

路
（

関
越

～
東

名
）

環状７号線

環状８号線

高速道路

直轄国道

凡 例

その他国道

主要地方道

一般都道府県道

高速道路

直轄国道

凡 例

その他国道

主要地方道

一般都道府県道

損失時間：約401.3千人時間／年・km
（全国平均：約26.3千人時間／年・km）

損失時間：約694.0千人時間／年・km
（全国平均：約26.3千人時間／年・km）

200千人時間/年・km 未満

凡 例

200千人時間/年・km 以上

150千人時間/年・km 未満

100千人時間/年・km 未満

 3-19 



 

 

3．整備効果の整理 

 

2)並行区間等における混雑時旅行速度が20ｋｍ／ｈ未満である区間の旅行速度の改善が期待される 

 

①外環（関越～東名）に並行する区間の損失時間（現況値） 

外環に並行する環状８号線は、H22 道路交通センサスの混雑時平均旅行速度より 18.3ｋｍ／ｈとなっ

ており、20ｋｍ/ｈ未満である。また、以下の交通量推計よる速度の改善が期待できるため、該当。 

 

②外環（関越～東名）に並行する区間の速度向上（推計値） 

外環（関越～東名）に並行する区間の推計結果（整備あり・なし）による速度向上は以下のとおりと

なっており、外環（関越～東名）が整備されることにより約２ｋｍ／ｈの速度向上が見込まれる。 

 

■交通量推計による旅行速度の算出結果 

 ①整備なし ②整備あり ①－②＝③ 

 

速度（ｋｍ／ｈ） 

 

１９ ２１ ２ 

 

■交通量推計による旅行速度向上効果を現況に加味した結果 

 現況④ 速度向上③ ③+③ 

 

速度（ｋｍ／ｈ） 

 

１８．３ ２．０ ２０．３ 
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3．整備効果の整理 

 

3)利便性の向上が期待できるバス路線 

外環(関越～東名)に並行する環状８号線、環状７号線にはバス路線が存在。当該事業により交通量の

転換がはかられ、利便性の向上が期待できるため、該当。 

 

■バス路線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※外環（関越～東名）に並行する区間を着色 

資料：東急バス HP 

 

図 3-2.3 外環（関越～東名）周辺のバス路線（東急バス） 

 

環状7号線環状8号線
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3．整備効果の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※外環（関越～東名）に並行する区間を着色 

資料：小田急バス HP 

図 3-2.4 外環（関越～東名）周辺のバス路線（小田急バス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※外環（関越～東名）に並行する区間を着色 

資料：関東バス HP 

図 3-2.5 外環（関越～東名）周辺のバス路線（関東バス） 

環状7号線環状8号線
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3．整備効果の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※外環（関越～東名）に並行する区間を着色 

資料：都バス HP 

図 3-2.6 外環（関越～東名）周辺のバス路線（都バス） 

環状7号線
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3．整備効果の整理 

 

4)第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる 

当該事業により、羽田空港（第一種空港）から関越自動車道の大泉ＪＣＴまでの所要時間の短縮が図

られる。 

そのため、外環（関越～東名）沿線の地域や、関越自動車道を利用する広域的な地域（埼玉県、群馬

県、新潟県等）と羽田空港とのアクセス向上が見込まれるため、該当。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2.7 大泉ＪＣＴから羽田空港までのアクセス時間の比較 

 

※ 使用した速度：既供用区間は H22センサスの 12時間混雑時平均旅行速度、外環開

通後区間は設計速度である 80km/h 

 

大泉JCT

羽田空港

凡 例

環八利用経路（開通前）

外環利用経路（開通後）

首都高利用経路

首都高利用
約85分（現況）

外環利用
約110分→約70分
（開通前） （開通後）

４０分短縮

開通前：環八利用
開通後：外環利用
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3．整備効果の整理 

 

 

表 3-2.1 現況（首都高ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料: H22道路交通センサス 

 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

13100 13118000010 1 関越自動車道 0.8 29.51 1.63

13100 13111100010 30005 東京外環自動車道 1.3 84.89 0.92

11000 11111100010 7 東京外環自動車道 2.1 84.89 1.48

11000 11111100020 8 東京外環自動車道 2.1 32.08 3.93

11000 11111100030 9 東京外環自動車道 1 46.31 1.30

11000 11111100040 9 東京外環自動車道 1.1 46.31 1.43

11000 11111100050 10 東京外環自動車道 0.9 37.23 1.45

11000 11200500010 30510 高速５号池袋線 2.4 36.39 3.96

11000 11200500020 30510 高速５号池袋線 0.6 22.89 1.57

11000 11200500030 30510 高速５号池袋線 0.1 22.89 0.26

13100 13200500180 520 高速５号池袋線 0.7 22.89 1.83

13100 13200500170 520 高速５号池袋線 1.2 22.89 3.15

13100 13200500160 520 高速５号池袋線 3.2 29.14 6.59

13100 13200500150 520 高速５号池袋線 2.9 49.53 3.51

13100 13200500140 520 高速５号池袋線 1.2 48.16 1.49

13100 13200500130 510 高速５号池袋線 1 49.55 1.21

13100 13200500120 510 高速５号池袋線 0.1 34.90 0.17

13100 13200500110 510 高速５号池袋線 0.2 34.90 0.34

13100 13200500100 510 高速５号池袋線 1.5 44.17 2.04

13100 13200500090 510 高速５号池袋線 1.3 44.51 1.75

13100 13200500080 510 高速５号池袋線 0.4 44.51 0.54

13100 13200500070 510 高速５号池袋線 1.3 39.21 1.99

13100 13200500060 510 高速５号池袋線 0.5 40.14 0.75

13100 13200500050 510 高速５号池袋線 0.7 40.14 1.05

13100 13200500040 510 高速５号池袋線 0.4 21.51 1.12

13100 13200500030 510 高速５号池袋線 0.1 21.51 0.28

13100 13200500020 510 高速５号池袋線 1 21.51 2.79

13100 13200500010 510 高速５号池袋線 0.8 18.06 2.66

13100 13200020040 502 高速都心環状線 1 23.86 2.51

13100 13200020050 502 高速都心環状線 0.1 14.45 0.42

13100 13200020060 502 高速都心環状線 0.6 14.45 2.49

13100 13200020070 502 高速都心環状線 0.2 17.39 0.69

13100 13200020080 502 高速都心環状線 0.2 23.33 0.51

13100 13200110010 506 高速１号上野線 0.9 51.96 1.04

13100 13200010010 501 高速都心環状線 0.9 65.71 0.82

13100 13200010020 501 高速都心環状線 0.9 77.95 0.69

13100 13200010030 501 高速都心環状線 0.1 57.22 0.10

13100 13200010040 501 高速都心環状線 0.2 60.90 0.20

13100 13200010050 501 高速都心環状線 0.5 63.42 0.47

13100 13200010060 501 高速都心環状線 1.1 65.51 1.01

13100 13200010070 501 高速都心環状線 0.4 65.51 0.37

13100 13200010080 501 高速都心環状線 0.6 60.81 0.59

13100 13200100010 505 高速１号羽田線 0.6 33.25 1.08

13100 13201000010 517 高速１１号台場線 2.8 15.39 10.91

13100 13201000020 517 高速１１号台場線 1.1 77.63 0.85

13100 13201000030 517 高速１１号台場線 1.1 77.63 0.85

13100 13200510080 514 高速湾岸線 1.1 85.10 0.78

13100 13200510070 514 高速湾岸線 0.1 67.05 0.09

13100 13200510060 514 高速湾岸線 1.7 67.05 1.52

13100 13200510050 514 高速湾岸線 0.7 79.20 0.53

13100 13200510040 514 高速湾岸線 1.4 82.92 1.01

13100 13200510030 514 高速湾岸線 0.5 78.29 0.38

13100 13200510020 514 高速湾岸線 0.8 78.29 0.61

13100 13200520010 518 高速湾岸線 4.5 89.65 3.01

計 55 85
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3．整備効果の整理 

 

 

表 3-2.2 現況（環八ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料: H22道路交通センサス 

 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

13100 13400240150 14026 練馬所沢線 0.7 16.24 2.59

13100 13400240010 4026 練馬所沢線 0.5 15.49 1.94

13100 13604430010 6056 南田中町旭町線 1.9 20.05 5.69

13100 13403110330 4077 環状８号線 0.2 17.91 0.67

13100 13403110320 4077 環状８号線 0.1 10.25 0.59

13100 13403110310 4077 環状８号線 0 0.00 0.00

13100 13403110300 4077 環状８号線 0.2 12.87 0.93

13100 13403110290 4077 環状８号線 1 17.05 3.52

13100 13403110280 4076 環状８号線 1.4 18.93 4.44

13100 13403110270 4076 環状８号線 1.9 14.67 7.77

13100 13400070440 44005 杉並あきる野線 0.2 9.74 1.23

13100 13403110250 44005 環状８号線 0.3 10.44 1.72

13100 13400140310 44005 新宿国立線 1.1 15.41 4.28

13100 13403110230 4075 環状８号線 0.2 11.68 1.03

13100 13403110220 4075 環状８号線 0.2 11.68 1.03

13100 13403110210 4075 環状８号線 0.4 11.68 2.06

13100 13403110200 4075 環状８号線 0 0.00 0.00

13100 13403110190 4075 環状８号線 1.2 16.31 4.42

13100 13403110180 4075 環状８号線 1.3 23.01 3.39

13100 13403110170 4074 環状８号線 1.4 26.28 3.20

13100 13403110160 4074 環状８号線 1 18.20 3.30

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 14.21 3.80

13100 13403110140 4074 環状８号線 0 0.00 0.00

13100 13304660010 1151 一般国道４６６号 0.9 9.73 5.55

13100 13304660020 1151 一般国道４６６号 1.1 12.80 5.16

13100 13403110120 4073 環状８号線 0.7 31.00 1.35

13100 13403110110 4073 環状８号線 1.9 28.43 4.01

13100 13403110100 4073 環状８号線 1.6 32.95 2.91

13100 13403110090 4073 環状８号線 1.9 26.68 4.27

13100 13403110080 4072 環状８号線 0.1 19.04 0.32

13100 13403110070 4072 環状８号線 1.2 22.90 3.14

13100 13403110060 4072 環状８号線 0.1 26.62 0.23

13100 13403110050 4072 環状８号線 2.2 18.52 7.13

13100 13403110040 4071 環状８号線 1.8 17.22 6.27

13100 13301310020 1101 一般国道１３１号 0.5 10.05 2.99

13100 13301310010 1101 一般国道１３１号 0.7 19.93 2.11

13100 13403110020 4070 環状８号線 1.4 44.92 1.87

13100 13403110010 4070 環状８号線 1.5 46.75 1.93

13100 13303570290 4070 一般国道３５７号 1.5 64.54 1.39

13100 13303570280 41145 一般国道３５７号 1.5 60.44 1.49

計 36.7 110
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3．整備効果の整理 

 

表 3-2.3 整備後（外環ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料: H22道路交通センサス 

 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

13100 13118000010 1 関越自動車道 0.8 29.51 1.63

- - - 外環開通区間（関越～東名） 16 80.00 12.00

13000 13110100010 30004 東名高速道路 0.5 64.53 0.46

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 14.21 3.80

13100 13403110140 4074 環状８号線 0 0.00 0.00

13100 13304660010 1151 一般国道４６６号 0.9 9.73 5.55

13100 13304660020 1151 一般国道４６６号 1.1 12.80 5.16

13100 13403110120 4073 環状８号線 0.7 31.00 1.35

13100 13403110110 4073 環状８号線 1.9 28.43 4.01

13100 13403110100 4073 環状８号線 1.6 32.95 2.91

13100 13403110090 4073 環状８号線 1.9 26.68 4.27

13100 13403110080 4072 環状８号線 0.1 19.04 0.32

13100 13403110070 4072 環状８号線 1.2 22.90 3.14

13100 13403110060 4072 環状８号線 0.1 26.62 0.23

13100 13403110050 4072 環状８号線 2.2 18.52 7.13

13100 13403110040 4071 環状８号線 1.8 17.22 6.27

13100 13301310020 1101 一般国道１３１号 0.5 10.05 2.99

13100 13301310010 1101 一般国道１３１号 0.7 19.93 2.11

13100 13403110020 4070 環状８号線 1.4 44.92 1.87

13100 13403110010 4070 環状８号線 1.5 46.75 1.93

13100 13303570290 4070 一般国道３５７号 1.5 64.54 1.39

13100 13303570280 41145 一般国道３５７号 1.5 60.44 1.49

計 38.8 70
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3．整備効果の整理 

 

5)特定重要港湾もしくは国際コンテナ航路の発着港湾へのアクセス向上が見込まれる 

外環(関越～東名)の整備により、特定重要港湾である横浜港との圏域（90分）が拡大し、アクセス向

上が図られるため、該当。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2.8 横浜港からの 90分到達圏域 

 

 

※到達時間の９０分は、圏域の広がりを確認するために任意で設定した値 

※使用した速度：供用区間は H22センサスの 12時間混雑時平均旅行速度、外環（関越

～東名）区間は設計速度である 80km/h 

※面積は、H17国勢調査地域メッシュ統計（総務省統計局）における 500ｍメッシュを

用いて算出 

※特定重要港湾とは、重要港湾のうち国際海上輸送網の拠点として特に重要として政

令により定められていた港湾（港湾法 2条 2号）。全国の 18港が指定されており、

2011年４月より特定重要港湾から国際拠点港湾へ名称変更されている。 

※重要港湾とは、港湾法第 2条第 2項において「国際海上輸送網又は国内海上輸送網

の拠点となる港湾その他の国の利害に重大な関係を有する港湾で政令で定めるも

の」と定義されている。 

 

 

 

資料: H22道路交通センサス 
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3．整備効果の整理 

 

6)農林水産業を主体とする地域において農林水産品の流通の利便性の向上 

外環(関越～東名)の整備により、中央卸売市場（大田市場）から関越自動車道の入口である大泉ＪＣ

Ｔまでの所要時間の短縮が図られる。 

関越自動車道の沿線である群馬県には、農業を主体とする地域が存在しており、外環（関越～東名）

の整備により、関越自動車道沿線の農業を主体とする地域への流通の利便性向上（時間短縮）が図られ

るため、該当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2.9 中央卸売市場から大泉ＪＣＴまでのルート図 

※使用した速度：既供用区間は H22 センサスの 12 時間混雑時平均旅行速度、外環開通

後区間は設計速度である 80km/h 

 

中央卸売市場

凡 例

環八利用経路（開通前）

外環利用経路（開通後）

首都高利用経路

首都高利用
約82分（現況）

開通前：環八利用
開通後：外環利用

大泉JCT

外環利用
約105分→約76分
（開通前） （開通後）

２９分短縮
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3．整備効果の整理 

 

 

表 3-2.4 現況（首都高ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料: H22道路交通センサス 

 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

13100 13118000010 1 関越自動車道 0.8 29.51 1.63

13100 13111100010 30005 東京外環自動車道 1.3 84.89 0.92

11000 11111100010 7 東京外環自動車道 2.1 84.89 1.48

11000 11111100020 8 東京外環自動車道 2.1 32.08 3.93

11000 11111100030 9 東京外環自動車道 1 46.31 1.30

11000 11111100040 9 東京外環自動車道 1.1 46.31 1.43

11000 11111100050 10 東京外環自動車道 0.9 37.23 1.45

11000 11200500010 30510 高速５号池袋線 2.4 36.39 3.96

11000 11200500020 30510 高速５号池袋線 0.6 22.89 1.57

11000 11200500030 30510 高速５号池袋線 0.1 22.89 0.26

13100 13200500180 520 高速５号池袋線 0.7 22.89 1.83

13100 13200500170 520 高速５号池袋線 1.2 22.89 3.15

13100 13200500160 520 高速５号池袋線 3.2 29.14 6.59

13100 13200500150 520 高速５号池袋線 2.9 49.53 3.51

13100 13200500140 520 高速５号池袋線 1.2 48.16 1.49

13100 13200500130 510 高速５号池袋線 1 49.55 1.21

13100 13200500120 510 高速５号池袋線 0.1 34.90 0.17

13100 13200500110 510 高速５号池袋線 0.2 34.90 0.34

13100 13200500100 510 高速５号池袋線 1.5 44.17 2.04

13100 13200500090 510 高速５号池袋線 1.3 44.51 1.75

13100 13200500080 510 高速５号池袋線 0.4 44.51 0.54

13100 13200500070 510 高速５号池袋線 1.3 39.21 1.99

13100 13200500060 510 高速５号池袋線 0.5 40.14 0.75

13100 13200500050 510 高速５号池袋線 0.7 40.14 1.05

13100 13200500040 510 高速５号池袋線 0.4 21.51 1.12

13100 13200500030 510 高速５号池袋線 0.1 21.51 0.28

13100 13200500020 510 高速５号池袋線 1 21.51 2.79

13100 13200500010 510 高速５号池袋線 0.8 18.06 2.66

13100 13200020040 502 高速都心環状線 1 23.86 2.51

13100 13200020050 502 高速都心環状線 0.1 14.45 0.42

13100 13200020060 502 高速都心環状線 0.6 14.45 2.49

13100 13200020070 502 高速都心環状線 0.2 17.39 0.69

13100 13200020080 502 高速都心環状線 0.2 23.33 0.51

13100 13200110010 506 高速１号上野線 0.9 51.96 1.04

13100 13200010010 501 高速都心環状線 0.9 65.71 0.82

13100 13200010020 501 高速都心環状線 0.9 77.95 0.69

13100 13200010030 501 高速都心環状線 0.1 57.22 0.10

13100 13200010040 501 高速都心環状線 0.2 60.90 0.20

13100 13200010050 501 高速都心環状線 0.5 63.42 0.47

13100 13200010060 501 高速都心環状線 1.1 65.51 1.01

13100 13200010070 501 高速都心環状線 0.4 65.51 0.37

13100 13200010080 501 高速都心環状線 0.6 60.81 0.59

13100 13200100010 505 高速１号羽田線 0.6 33.25 1.08

13100 13201000010 517 高速１１号台場線 2.8 15.39 10.91

13100 13201000020 517 高速１１号台場線 1.1 77.63 0.85

13100 13201000030 517 高速１１号台場線 1.1 77.63 0.85

13100 13200510080 514 高速湾岸線 1.1 85.10 0.78

13100 13200510070 514 高速湾岸線 0.1 67.05 0.09

13100 13200510060 514 高速湾岸線 1.7 67.05 1.52

13100 13200510050 514 高速湾岸線 0.7 79.20 0.53

13100 13200510040 514 高速湾岸線 1.4 82.92 1.01

13100 13200510030 514 高速湾岸線 0.5 78.29 0.38

13100 13303570260 1144 一般国道３５７号 0.8 34.66 1.38

計 50.5 82
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3．整備効果の整理 

 

 

表 3-2.5 現況（環八ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料: H22道路交通センサス 

 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

13100 13400240150 14026 練馬所沢線 0.7 16.24 2.59

13100 13400240010 4026 練馬所沢線 0.5 15.49 1.94

13100 13604430010 6056 南田中町旭町線 1.9 20.05 5.69

13100 13403110330 4077 環状８号線 0.2 17.91 0.67

13100 13403110320 4077 環状８号線 0.1 10.25 0.59

13100 13403110310 4077 環状８号線 0 0.00 0.00

13100 13403110300 4077 環状８号線 0.2 12.87 0.93

13100 13403110290 4077 環状８号線 1 17.05 3.52

13100 13403110280 4076 環状８号線 1.4 18.93 4.44

13100 13403110270 4076 環状８号線 1.9 14.67 7.77

13100 13400070440 44005 杉並あきる野線 0.2 9.74 1.23

13100 13403110250 44005 環状８号線 0.3 10.44 1.72

13100 13400140310 44005 新宿国立線 1.1 15.41 4.28

13100 13403110230 4075 環状８号線 0.2 11.68 1.03

13100 13403110220 4075 環状８号線 0.2 11.68 1.03

13100 13403110210 4075 環状８号線 0.4 11.68 2.06

13100 13403110200 4075 環状８号線 0 0.00 0.00

13100 13403110190 4075 環状８号線 1.2 16.31 4.42

13100 13403110180 4075 環状８号線 1.3 23.01 3.39

13100 13403110170 4074 環状８号線 1.4 26.28 3.20

13100 13403110160 4074 環状８号線 1 18.20 3.30

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 14.21 3.80

13100 13403110140 4074 環状８号線 0 0.00 0.00

13100 13304660010 1151 一般国道４６６号 0.9 9.73 5.55

13100 13304660020 1151 一般国道４６６号 1.1 12.80 5.16

13100 13403110120 4073 環状８号線 0.7 31.00 1.35

13100 13403110110 4073 環状８号線 1.9 28.43 4.01

13100 13403110100 4073 環状８号線 1.6 32.95 2.91

13100 13403110090 4073 環状８号線 1.9 26.68 4.27

13100 13403110080 4072 環状８号線 0.1 19.04 0.32

13100 13403110070 4072 環状８号線 1.2 22.90 3.14

13100 13403110060 4072 環状８号線 0.1 26.62 0.23

13100 13403110050 4072 環状８号線 2.2 18.52 7.13

13100 13300150200 1056 一般国道１５号 0.6 10.74 3.35

13100 13300150190 1056 一般国道１５号 1.5 22.59 3.98

13100 13300150180 1056 一般国道１５号 0.4 18.20 1.32

13100 13403180020 4102 環状７号線 1.2 25.74 2.80

13100 13403180010 44024 環状７号線 1 27.57 2.18

計 32.5 105
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3．整備効果の整理 

 

表 3-2.6 整備後（外環ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-2.7 群馬県における第一次産業上位５位 

資料: H22道路交通センサス 

 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

13100 13118000010 1 関越自動車道 0.8 29.51 1.63

- - - 外環開通区間（関越～東名） 16 80.00 12.00

13000 13110100010 30004 東名高速道路 0.5 64.53 0.46

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 14.21 3.80

13100 13403110140 4074 環状８号線 0 0.00 0.00

13100 13304660010 1151 一般国道４６６号 0.9 9.73 5.55

13100 13304660020 1151 一般国道４６６号 1.1 12.80 5.16

13100 13403110120 4073 環状８号線 0.7 31.00 1.35

13100 13403110110 4073 環状８号線 1.9 28.43 4.01

13100 13403110100 4073 環状８号線 1.6 32.95 2.91

13100 13403110090 4073 環状８号線 1.9 26.68 4.27

13100 13403110080 4072 環状８号線 0.1 19.04 0.32

13100 13403110070 4072 環状８号線 1.2 22.90 3.14

13100 13403110060 4072 環状８号線 0.1 26.62 0.23

13100 13403110050 4072 環状８号線 2.2 18.52 7.13

13100 13403110040 4071 環状８号線 1.8 17.22 6.27

13100 13301310020 1101 一般国道１３１号 0.5 10.05 2.99

13100 13301310010 1101 一般国道１３１号 0.7 19.93 2.11

13100 13403110020 4070 環状８号線 1.4 44.92 1.87

13100 13403110010 4070 環状８号線 1.5 46.75 1.93

13100 13303570290 4070 一般国道３５７号 1.5 64.54 1.39

13100 13303570280 41145 一般国道３５７号 1.5 60.44 1.49

13100 13303570270 1145 一般国道３５７号 4.6 46.53 5.93

計 43.4 76

第１次産業 第２次産業 第３次産業
合 計

（不詳を除く）
第 １ 次 産 業 第 ２ 次 産 業 第 ３ 次 産 業

昭和村 4,392 1,760 686 1,551 3,997 44.0% 17.2% 38.8%

嬬恋村 5,654 1,823 580 3,210 5,613 32.5% 10.3% 57.2%

川場村 1,736 396 371 950 1,717 23.1% 21.6% 55.3%

片品村 2,640 521 514 1,592 2,627 19.8% 19.6% 60.6%

上野村 616 122 140 354 616 19.8% 22.7% 57.5%

市 区 町 村 計
割合人数
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3．整備効果の整理 

 

7)当該道路が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2.10 さいたま市から横浜市までのルート図 

 

 

 

※使用した速度：既供用区間は H22センサスの 12時間混雑時平均旅行速度、外環開

通後区間は設計速度である 80km/h 

 

さいたま市役所

横浜市役所

凡 例

都心部利用経路（開通前）

外環利用経路（開通後）

外環利用
約107分→約90分
（開通前） （開通後）

開通前：環八利用
開通後：外環利用
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3．整備効果の整理 

 

【参考】拠点都市について 

拠点都市として重要地である、さいたま市（さいたま市役所）と横浜市（横浜市役所）とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2.11 生活圏の区分 

 

表 3-2.8 各都道府県において表示される基準地・重要地・主要地一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県名 基準地 重 要 地 主　　要　　地

埼玉県

－ さいたま、春日部、川
越、熊谷、秩父、草
加、所沢、東松山

入間、上尾、桶川、岩槻、川口、小川、行
田、加須、越谷、久喜、鴻巣、蓮田、坂戸、
飯能、深谷、戸田、三郷、長瀞、羽生、本
庄、寄居、幸手、狭山、川島、日高、菖蒲、
和光、栗橋、富士見、小鹿野、大宮、浦和

千葉県
－ 柏、木更津、千葉、成

田
市原、市川、勝浦、鴨川、佐倉、香取、東
金、館山、成田空港、野田、船橋、松戸、茂
原、八千代、匝瑳、四街道、浦安、銚子

東京都
（23区）

東京 浅草橋、池袋、上野、
五反田、新宿、渋谷、
品川、巣鴨、日本橋

赤羽、青戸、荻窪、赤羽橋、蒲田、板橋、飯
田橋、大森、大原、王子、羽田、日比谷、東
中野、本郷、馬込、丸子橋、三宅坂、目白、
四谷、目黒、谷原、六本木、信濃町、砂町、
千住、瀬田、高井戸、辰巳、高田馬場、戸田
橋、等々力、成増、半蔵門、初台、晴海、亀
戸、上馬、葛西、亀有、銀座、言問橋、高円
寺、桜田門、大崎、三軒茶屋、新橋、四ツ
木、西新井、三ノ輪、南砂、芝公園、市川
橋、祝田橋、永代橋、恵比寿、大久保、大手
町、御徒町、駒形橋、駒沢、笹目橋、水道
橋、溜池、豊洲

（23区外） 八王子 秋川、五日市、あきる野、青梅、奥多摩、数馬、清
瀬、狛江、小平、立川、高尾、西東京、多摩ニュータ
ウン、調布、拝島橋、東村山、檜原、府中、町田、瑞
穂、三鷹、福生

－ 厚木、小田原、相模
原、横須賀

伊勢原、江の島、鎌倉、茅ヶ崎、津久井、秦
野、箱根、藤沢、松田、三崎、大和、湯河
原、平塚、相模湖

横浜 磯子、市ヶ尾、新横浜、金沢、桜木町、綱
島、鶴ヶ峰、鶴見、戸塚、長津田、東神奈
川、保土ケ谷、関内、高島

川崎 小杉、登戸、溝口

神奈川県

資料: 国土交通省 HP 

資料: 国土交通省 HP 
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3．整備効果の整理 

 

表 3-2.9 現況（都心部ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H22道路交通センサス 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ番

号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

11100 11300170930 11012 一般国道１７号 0.8 12.44 3.86

11100 11300170920 11011 一般国道１７号 0.1 16.98 0.35

11100 11300170910 11011 一般国道１７号 1.1 16.98 3.89

11100 11300170900 11011 一般国道１７号 1.8 19.17 5.63

11100 11302980080 31102 一般国道２９８号 0.5 21.90 1.37

11000 11302980070 1102 一般国道２９８号 0.1 18.35 0.33

11000 11302980060 1102 一般国道２９８号 0.2 17.20 0.70

11000 11302980050 1102 一般国道２９８号 0.4 26.20 0.92

11000 11302980040 1102 一般国道２９８号 1 17.93 3.35

11000 11300170040 1041 一般国道１７号 0.6 28.39 1.27

11000 11300170030 1041 一般国道１７号 1.7 25.40 4.02

11000 11200500020 30510 高速５号池袋線 0.6 22.89 1.57

11000 11200500030 30510 高速５号池袋線 0.1 22.89 0.26

13100 13200500180 520 高速５号池袋線 0.7 22.89 1.83

13100 13200500170 520 高速５号池袋線 1.2 22.89 3.15

13100 13200500160 520 高速５号池袋線 3.2 29.14 6.59

13100 13200500150 520 高速５号池袋線 2.9 49.53 3.51

13100 13200500140 520 高速５号池袋線 1.2 48.16 1.49

13100 13200500130 510 高速５号池袋線 1 49.55 1.21

13100 13200500120 510 高速５号池袋線 0.1 34.90 0.17

13100 13200500110 510 高速５号池袋線 0.2 34.90 0.34

13100 13200500100 510 高速５号池袋線 1.5 44.17 2.04

13100 13200500090 510 高速５号池袋線 1.3 44.51 1.75

13100 13200500080 510 高速５号池袋線 0.4 44.51 0.54

13100 13200500070 510 高速５号池袋線 1.3 39.21 1.99

13100 13200500060 510 高速５号池袋線 0.5 40.14 0.75

13100 13200500050 510 高速５号池袋線 0.7 40.14 1.05

13100 13200500040 510 高速５号池袋線 0.4 21.51 1.12

13100 13200500030 510 高速５号池袋線 0.1 21.51 0.28

13100 13200500020 510 高速５号池袋線 1 21.51 2.79

13100 13200500010 510 高速５号池袋線 0.8 18.06 2.66

13100 13200020040 502 高速都心環状線 1 23.86 2.51

13100 13200020050 502 高速都心環状線 0.1 14.45 0.42

13100 13200020060 502 高速都心環状線 0.6 14.45 2.49

13100 13200020070 502 高速都心環状線 0.2 17.39 0.69

13100 13200020080 502 高速都心環状線 0.2 23.33 0.51

13100 13200110010 506 高速１号上野線 0.9 51.96 1.04

13100 13200010010 501 高速都心環状線 0.9 65.71 0.82

13100 13200010020 501 高速都心環状線 0.9 77.95 0.69

13100 13200010030 501 高速都心環状線 0.1 57.22 0.10

13100 13200010040 501 高速都心環状線 0.2 60.90 0.20

13100 13200010050 501 高速都心環状線 0.5 63.42 0.47

13100 13200010060 501 高速都心環状線 1.1 65.51 1.01

13100 13200010070 501 高速都心環状線 0.4 65.51 0.37

13100 13200010080 501 高速都心環状線 0.6 60.81 0.59

13100 13200100010 505 高速１号羽田線 0.6 33.25 1.08

13100 13200100020 505 高速１号羽田線 1.1 29.24 2.26

13100 13200100030 505 高速１号羽田線 1.9 36.89 3.09

13100 13200100040 505 高速１号羽田線 1.7 36.89 2.77

13100 13200100050 505 高速１号羽田線 1.6 36.89 2.60

13100 13200100060 505 高速１号羽田線 0.6 73.50 0.49

13100 13200100070 505 高速１号羽田線 0.6 74.75 0.48

13100 13200100080 505 高速１号羽田線 0.8 74.75 0.64

13100 13200100090 505 高速１号羽田線 1.1 77.34 0.85

13100 13200100100 505 高速１号羽田線 1.3 70.12 1.11

13100 13200100110 505 高速１号羽田線 0.8 67.84 0.71

13100 13200100120 505 高速１号羽田線 0.7 68.71 0.61

13100 13201100010 30516 高速神奈川１号横羽線 0.9 68.71 0.79

14130 14201100010 501 高速神奈川１号横羽線 0.8 65.39 0.73

14100 14201100020 501 高速神奈川１号横羽線 3.6 74.83 2.89

14100 14201100030 501 高速神奈川１号横羽線 2 48.49 2.47

14130 14201100040 501 高速神奈川１号横羽線 0.1 48.49 0.12

14100 14201100050 501 高速神奈川１号横羽線 0.7 53.56 0.78

14100 14201100060 501 高速神奈川１号横羽線 2.2 67.56 1.95

14100 14201100070 501 高速神奈川１号横羽線 0.7 70.17 0.60

14100 14201100080 501 高速神奈川１号横羽線 0.6 70.17 0.51

14100 14201100090 501 高速神奈川１号横羽線 0.4 71.84 0.33

14100 14201100100 501 高速神奈川１号横羽線 2.1 72.84 1.73

14100 14201100110 501 高速神奈川１号横羽線 1.3 65.76 1.19

14100 14201100120 502 高速神奈川１号横羽線 0.1 46.81 0.13

14100 14201100130 502 高速神奈川１号横羽線 0.9 46.81 1.15

14100 14201100140 502 高速神奈川１号横羽線 0.9 54.58 0.99

14100 14201100150 502 高速神奈川１号横羽線 0.1 74.45 0.08

14100 14201100160 502 高速神奈川１号横羽線 1.8 74.45 1.45

計 67.2 107
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3．整備効果の整理 

 

表 3-2.10 開通後（外環ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：H22道路交通センサス 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ番

号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

11100 11300170930 11012 一般国道１７号 0.8 12.44 3.86

11100 11300170920 11011 一般国道１７号 0.1 16.98 0.35

11100 11300170910 11011 一般国道１７号 1.1 16.98 3.89

11100 11300170900 11011 一般国道１７号 1.8 19.17 5.63

11100 11302980080 31102 一般国道２９８号 0.5 21.90 1.37

11000 11302980070 1102 一般国道２９８号 0.1 18.35 0.33

11000 11302980060 1102 一般国道２９８号 0.2 17.20 0.70

11000 11302980050 1102 一般国道２９８号 0.4 26.20 0.92

11000 11302980040 1102 一般国道２９８号 1 17.93 3.35

11000 11302980030 1101 一般国道２９８号 0.6 19.12 1.88

11000 11111100050 10 東京外環自動車道 0.9 37.23 1.45

11000 11111100040 9 東京外環自動車道 1.1 46.31 1.43

11000 11111100030 9 東京外環自動車道 1 46.31 1.30

11000 11111100020 8 東京外環自動車道 2.1 32.08 3.93

11000 11111100010 7 東京外環自動車道 2.1 84.89 1.48

13100 13111100010 30005 東京外環自動車道 1.3 84.89 0.92

- - - 外環開通区間（関越～東名） 16 80.00 12.00

13000 13110100010 30004 東名高速道路 0.5 64.53 0.46

14130 14110100010 1 東名高速道路 1.9 64.53 1.77

14130 14110100020 1 東名高速道路 2.4 64.53 2.23

14130 14110100030 1 東名高速道路 1 70.50 0.85

14100 14110100040 30001 東名高速道路 4.8 70.50 4.09

14100 14110100050 1 東名高速道路 0.8 70.08 0.68

14100 14110100060 1 東名高速道路 1.1 70.08 0.94

14100 14110100070 1 東名高速道路 0.4 70.08 0.34

14100 14110100080 1 東名高速道路 4 70.08 3.42

14100 14110100090 1 東名高速道路 0.4 68.16 0.35

13000 13300160010 1001 一般国道１６号 0.2 15.87 0.76

14100 14300160770 11031 一般国道１６号 0.2 46.58 0.26

14100 14300160760 11031 一般国道１６号 0.1 46.58 0.13

14100 14300160750 11031 一般国道１６号 1.4 46.58 1.80

14100 14300160320 11030 一般国道１６号(保土ヶ谷バイパス) 2 22.15 5.42

14100 14300160330 11029 一般国道１６号(保土ヶ谷バイパス) 2.8 29.15 5.76

14100 14300160340 11028 一般国道１６号(保土ヶ谷バイパス) 1 36.92 1.63

14100 14300160350 11028 一般国道１６号(保土ヶ谷バイパス) 1.8 50.04 2.16

14100 14300160360 11028 一般国道１６号(保土ヶ谷バイパス) 1.1 31.83 2.07

14100 14300160370 11025 一般国道１６号(保土ヶ谷バイパス) 1.3 62.89 1.24

14100 14201400100 504 高速神奈川３号狩場線 0.9 37.72 1.43

14100 14201400070 504 高速神奈川３号狩場線 1.5 56.60 1.59

14100 14201400060 504 高速神奈川３号狩場線 0.7 61.31 0.69

14100 14300160220 1024 一般国道１６号 0.8 17.36 2.76

14100 14300160230 1024 一般国道１６号 0.4 12.23 1.96

14100 14300160240 1024 一般国道１６号 0.2 15.45 0.78

計 64.8 90
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3．整備効果の整理 

 

8)当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2.12 谷原から瀬田までのルート図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※使用した速度：既供用区間は H22センサスの 12時間混雑時平均旅行速度、外環開

通後区間は設計速度である 80km/h 

 

谷原交差点

瀬田交差点

外環利用
約53分→約22分
（開通前） （開通後）

凡 例

環八利用経路（開通前）

外環利用経路（開通後）

開通前：環八利用
開通後：外環利用
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3．整備効果の整理 

 

【参考】日常活動圏について 

隣接する日常活動圏として主要地である、谷原（谷原交差点）と瀬田（瀬田交差点）とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2.13 生活圏の区分 

 

表 3-2.11 各都道府県において表示される基準値・重要地・主要地一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料: 国土交通省 HP 

資料: 国土交通省 HP 

都道府県名 基準地 重 要 地 主　　要　　地

埼玉県

－ さいたま、春日部、川
越、熊谷、秩父、草
加、所沢、東松山

入間、上尾、桶川、岩槻、川口、小川、行
田、加須、越谷、久喜、鴻巣、蓮田、坂戸、
飯能、深谷、戸田、三郷、長瀞、羽生、本
庄、寄居、幸手、狭山、川島、日高、菖蒲、
和光、栗橋、富士見、小鹿野、大宮、浦和

千葉県
－ 柏、木更津、千葉、成

田
市原、市川、勝浦、鴨川、佐倉、香取、東
金、館山、成田空港、野田、船橋、松戸、茂
原、八千代、匝瑳、四街道、浦安、銚子

東京都
（23区）

東京 浅草橋、池袋、上野、
五反田、新宿、渋谷、
品川、巣鴨、日本橋

赤羽、青戸、荻窪、赤羽橋、蒲田、板橋、飯
田橋、大森、大原、王子、羽田、日比谷、東
中野、本郷、馬込、丸子橋、三宅坂、目白、
四谷、目黒、谷原、六本木、信濃町、砂町、
千住、瀬田、高井戸、辰巳、高田馬場、戸田
橋、等々力、成増、半蔵門、初台、晴海、亀
戸、上馬、葛西、亀有、銀座、言問橋、高円
寺、桜田門、大崎、三軒茶屋、新橋、四ツ
木、西新井、三ノ輪、南砂、芝公園、市川
橋、祝田橋、永代橋、恵比寿、大久保、大手
町、御徒町、駒形橋、駒沢、笹目橋、水道
橋、溜池、豊洲

（23区外） 八王子 秋川、五日市、あきる野、青梅、奥多摩、数馬、清
瀬、狛江、小平、立川、高尾、西東京、多摩ニュータ
ウン、調布、拝島橋、東村山、檜原、府中、町田、瑞
穂、三鷹、福生

－ 厚木、小田原、相模
原、横須賀

伊勢原、江の島、鎌倉、茅ヶ崎、津久井、秦
野、箱根、藤沢、松田、三崎、大和、湯河
原、平塚、相模湖

横浜 磯子、市ヶ尾、新横浜、金沢、桜木町、綱
島、鶴ヶ峰、鶴見、戸塚、長津田、東神奈
川、保土ケ谷、関内、高島

川崎 小杉、登戸、溝口

神奈川県
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3．整備効果の整理 

 

表 3-2.12 現況（環八ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-2.13 開通後（外環ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：H22道路交通センサス 

資料：H22道路交通センサス 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

13100 13604430010 6056 南田中町旭町線 1.9 20.05 5.69

13100 13403110330 4077 環状８号線 0.2 17.91 0.67

13100 13403110320 4077 環状８号線 0.1 10.25 0.59

13100 13403110310 4077 環状８号線 0 0.00 0.00

13100 13403110300 4077 環状８号線 0.2 12.87 0.93

13100 13403110290 4077 環状８号線 1 17.05 3.52

13100 13403110280 4076 環状８号線 1.4 18.93 4.44

13100 13403110270 4076 環状８号線 1.9 14.67 7.77

13100 13400070440 44005 杉並あきる野線 0.2 9.74 1.23

13100 13403110250 44005 環状８号線 0.3 10.44 1.72

13100 13400140310 44005 新宿国立線 1.1 15.41 4.28

13100 13403110230 4075 環状８号線 0.2 11.68 1.03

13100 13403110220 4075 環状８号線 0.2 11.68 1.03

13100 13403110210 4075 環状８号線 0.4 11.68 2.06

13100 13403110200 4075 環状８号線 0 0.00 0.00

13100 13403110190 4075 環状８号線 1.2 16.31 4.42

13100 13403110180 4075 環状８号線 1.3 23.01 3.39

13100 13403110170 4074 環状８号線 1.4 26.28 3.20

13100 13403110160 4074 環状８号線 1 18.20 3.30

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 14.21 3.80

計 14.9 53

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

13100 13400240010 4026 練馬所沢線 0.5 15.49 1.94

13100 13400240150 14026 練馬所沢線 0.7 16.24 2.59

13100 13118000010 1 関越自動車道 0.8 29.51 1.63

- - - 外環開通区間（関越～東名） 16 80.00 12.00

13000 13110100010 30004 東名高速道路 0.5 64.53 0.46

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 14.21 3.80

計 19.4 22
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3．整備効果の整理 

 

9)日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2.14 さいたま市から川崎市までのルート図 

 

 

 

 

 

※使用した速度：既供用区間は H22センサスの 12時間混雑時平均旅行速度、外環開通後区

間は設計速度である 80km/h 

 

さいたま市役所

凡 例

首都高利用経路（開通前）

外環利用経路（開通後）

外環利用
約103分→約92分
（開通前） （開通後）

約１１分短縮

川崎市役所

開通後：外環利用

開通前：首都高利用
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3．整備効果の整理 

 

【参考】日常活動圏について 

日常活動圏として重要地である、さいたま市（さいたま市役所）と川崎市（川崎市役所）とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2.15 生活圏の区分 

 

 

表 3-2.14 各都道府県において表示される基準値・重要地・主要地一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県名 基準地 重 要 地 主　　要　　地

埼玉県

－ さいたま、春日部、川
越、熊谷、秩父、草
加、所沢、東松山

入間、上尾、桶川、岩槻、川口、小川、行
田、加須、越谷、久喜、鴻巣、蓮田、坂戸、
飯能、深谷、戸田、三郷、長瀞、羽生、本
庄、寄居、幸手、狭山、川島、日高、菖蒲、
和光、栗橋、富士見、小鹿野、大宮、浦和

千葉県
－ 柏、木更津、千葉、成

田
市原、市川、勝浦、鴨川、佐倉、香取、東
金、館山、成田空港、野田、船橋、松戸、茂
原、八千代、匝瑳、四街道、浦安、銚子

東京都
（23区）

東京 浅草橋、池袋、上野、
五反田、新宿、渋谷、
品川、巣鴨、日本橋

赤羽、青戸、荻窪、赤羽橋、蒲田、板橋、飯
田橋、大森、大原、王子、羽田、日比谷、東
中野、本郷、馬込、丸子橋、三宅坂、目白、
四谷、目黒、谷原、六本木、信濃町、砂町、
千住、瀬田、高井戸、辰巳、高田馬場、戸田
橋、等々力、成増、半蔵門、初台、晴海、亀
戸、上馬、葛西、亀有、銀座、言問橋、高円
寺、桜田門、大崎、三軒茶屋、新橋、四ツ
木、西新井、三ノ輪、南砂、芝公園、市川
橋、祝田橋、永代橋、恵比寿、大久保、大手
町、御徒町、駒形橋、駒沢、笹目橋、水道
橋、溜池、豊洲

（23区外） 八王子 秋川、五日市、あきる野、青梅、奥多摩、数馬、清
瀬、狛江、小平、立川、高尾、西東京、多摩ニュータ
ウン、調布、拝島橋、東村山、檜原、府中、町田、瑞
穂、三鷹、福生

－ 厚木、小田原、相模
原、横須賀

伊勢原、江の島、鎌倉、茅ヶ崎、津久井、秦
野、箱根、藤沢、松田、三崎、大和、湯河
原、平塚、相模湖

横浜 磯子、市ヶ尾、新横浜、金沢、桜木町、綱
島、鶴ヶ峰、鶴見、戸塚、長津田、東神奈
川、保土ケ谷、関内、高島

川崎 小杉、登戸、溝口

神奈川県

資料: 国土交通省 HP 

資料: 国土交通省 HP 
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3．整備効果の整理 

 

表 3-2.15 現況（都心部ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H22道路交通センサス 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平均

旅行速度

(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

11100 11300170930 11012 一般国道１７号 0.8 12.44 3.86

11100 11300170920 11011 一般国道１７号 0.1 16.98 0.35

11100 11300170910 11011 一般国道１７号 1.1 16.98 3.89

11100 11300170900 11011 一般国道１７号 1.8 19.17 5.63

11100 11302980080 31102 一般国道２９８号 0.5 21.90 1.37

11000 11302980070 1102 一般国道２９８号 0.1 18.35 0.33

11000 11302980060 1102 一般国道２９８号 0.2 17.20 0.70

11000 11302980050 1102 一般国道２９８号 0.4 26.20 0.92

11000 11302980040 1102 一般国道２９８号 1 17.93 3.35

11000 11300170040 1041 一般国道１７号 0.6 28.39 1.27

11000 11300170030 1041 一般国道１７号 1.7 25.40 4.02

11000 11200500020 30510 高速５号池袋線 0.6 22.89 1.57

11000 11200500030 30510 高速５号池袋線 0.1 22.89 0.26

13100 13200500180 520 高速５号池袋線 0.7 22.89 1.83

13100 13200500170 520 高速５号池袋線 1.2 22.89 3.15

13100 13200500160 520 高速５号池袋線 3.2 29.14 6.59

13100 13200500150 520 高速５号池袋線 2.9 49.53 3.51

13100 13200500140 520 高速５号池袋線 1.2 48.16 1.49

13100 13200500130 510 高速５号池袋線 1 49.55 1.21

13100 13200500120 510 高速５号池袋線 0.1 34.90 0.17

13100 13200500110 510 高速５号池袋線 0.2 34.90 0.34

13100 13200500100 510 高速５号池袋線 1.5 44.17 2.04

13100 13200500090 510 高速５号池袋線 1.3 44.51 1.75

13100 13200500080 510 高速５号池袋線 0.4 44.51 0.54

13100 13200500070 510 高速５号池袋線 1.3 39.21 1.99

13100 13200500060 510 高速５号池袋線 0.5 40.14 0.75

13100 13200500050 510 高速５号池袋線 0.7 40.14 1.05

13100 13200500040 510 高速５号池袋線 0.4 21.51 1.12

13100 13200500030 510 高速５号池袋線 0.1 21.51 0.28

13100 13200500020 510 高速５号池袋線 1 21.51 2.79

13100 13200500010 510 高速５号池袋線 0.8 18.06 2.66

13100 13200020040 502 高速都心環状線 1 23.86 2.51

13100 13200020050 502 高速都心環状線 0.1 14.45 0.42

13100 13200020060 502 高速都心環状線 0.6 14.45 2.49

13100 13200020070 502 高速都心環状線 0.2 17.39 0.69

13100 13200020080 502 高速都心環状線 0.2 23.33 0.51

13100 13200110010 506 高速１号上野線 0.9 51.96 1.04

13100 13200010010 501 高速都心環状線 0.9 65.71 0.82

13100 13200010020 501 高速都心環状線 0.9 77.95 0.69

13100 13200010030 501 高速都心環状線 0.1 57.22 0.10

13100 13200010040 501 高速都心環状線 0.2 60.90 0.20

13100 13200010050 501 高速都心環状線 0.5 63.42 0.47

13100 13200010060 501 高速都心環状線 1.1 65.51 1.01

13100 13200010070 501 高速都心環状線 0.4 65.51 0.37

13100 13200010080 501 高速都心環状線 0.6 60.81 0.59

13100 13200100010 505 高速１号羽田線 0.6 33.25 1.08

13100 13200100020 505 高速１号羽田線 1.1 29.24 2.26

13100 13200100030 505 高速１号羽田線 1.9 36.89 3.09

13100 13200100040 505 高速１号羽田線 1.7 36.89 2.77

13100 13200100050 505 高速１号羽田線 1.6 36.89 2.60

13100 13200100060 505 高速１号羽田線 0.6 73.50 0.49

13100 13200100070 505 高速１号羽田線 0.6 74.75 0.48

13100 13200100080 505 高速１号羽田線 0.8 74.75 0.64

13100 13200100090 505 高速１号羽田線 1.1 77.34 0.85

13100 13200100100 505 高速１号羽田線 1.3 70.12 1.11

13100 13200100110 505 高速１号羽田線 0.8 67.84 0.71

13100 13200100120 505 高速１号羽田線 0.7 68.71 0.61

13100 13201100010 30516 高速神奈川１号横羽線 0.9 68.71 0.79

14130 14201100010 501 高速神奈川１号横羽線 0.8 65.39 0.73

14130 14304090060 1055 一般国道４０９号 0.3 10.02 1.80

14130 14304090070 1055 一般国道４０９号 2.4 20.64 6.98

14130 14304090080 1055 一般国道４０９号 0.6 15.57 2.31

14130 14300150010 1011 一般国道１５号 0.6 41.90 0.86

14130 14300150020 1011 一般国道１５号 0.2 18.66 0.64

計 53.8 103
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3．整備効果の整理 

 

表 3-2.16 開通後（外環ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H22道路交通センサス 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平均

旅行速度

(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

11100 11300170930 11012 一般国道１７号 0.8 12.44 3.86

11100 11300170920 11011 一般国道１７号 0.1 16.98 0.35

11100 11300170910 11011 一般国道１７号 1.1 16.98 3.89

11100 11300170900 11011 一般国道１７号 1.8 19.17 5.63

11100 11302980080 31102 一般国道２９８号 0.5 21.90 1.37

11000 11302980070 1102 一般国道２９８号 0.1 18.35 0.33

11000 11302980060 1102 一般国道２９８号 0.2 17.20 0.70

11000 11302980050 1102 一般国道２９８号 0.4 26.20 0.92

11000 11302980040 1102 一般国道２９８号 1 17.93 3.35

11000 11302980030 1101 一般国道２９８号 0.6 19.12 1.88

11000 11111100050 10 東京外環自動車道 0.9 37.23 1.45

11000 11111100040 9 東京外環自動車道 1.1 46.31 1.43

11000 11111100030 9 東京外環自動車道 1 46.31 1.30

11000 11111100020 8 東京外環自動車道 2.1 32.08 3.93

11000 11111100010 7 東京外環自動車道 2.1 84.89 1.48

13100 13111100010 30005 東京外環自動車道 1.3 84.89 0.92

- - - 外環開通区間（関越～東名） 16 80.00 12.00

13000 13110100010 30004 東名高速道路 0.5 64.53 0.46

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 14.21 3.80

13100 13302460260 1116 一般国道２４６号 0.6 23.28 1.55

13100 13302460270 1117 一般国道２４６号 1 36.40 1.65

13100 13302460360 31117 一般国道２４６号 0.6 7.78 4.63

13100 13302460370 31117 一般国道２４６号 0.3 7.88 2.29

14130 14302460680 1033 一般国道２４６号 0.3 8.99 2.00

14130 14500010050 4027 幸多摩線 1.3 11.05 7.06

14130 14500010040 4027 幸多摩線 0.8 31.36 1.53

14130 14500010030 4027 幸多摩線 5.2 31.36 9.95

14130 14500010020 4026 幸多摩線 0.6 30.20 1.19

14130 14500010010 4026 幸多摩線 3 30.20 5.96

14130 14304090110 1054 一般国道４０９号 0.4 39.10 0.61

14130 14400090020 4009 川崎府中線 0.4 16.85 1.42

14130 14400090010 4009 川崎府中線 0.9 16.85 3.20

計 47.9 92
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3．整備効果の整理 

 

10)ＩＣ等からのアクセスが向上する主要な観光地が存在する 

 

外環(関越～東名)の整備により、東京ＩＣから関東周辺の主要な観光地への所要時間短縮が図られる

ため、該当。 

 

■東京ＩＣからの所要時間の短縮 

外環（関越～東名）の整備により、東京ＩＣ～川越ＩＣ間では所要時間が約３８～４６分短縮される

ことを把握した。川越は伝統ある川越まつりが開催されるなど、年間６００万人の観光客が訪れる首都

圏の一大観光地となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2.16 東京ＩＣから川越ＩＣまでの所要時間の経路図 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2.17 東京ＩＣから川越ＩＣまでの所要時間の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

環状８号線 

東京ＩＣ 

川越ＩＣ 

資料：H22道路交通センサス 

 

 

環状８号線 

東京ＩＣ 

川越ＩＣ 

外環 

外

環 

※使用した速度：既供用区間は H22センサスの 12時間混雑時平均旅行速度、外環開通後区

間は設計速度である 80km/h 
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3．整備効果の整理 

(3)暮らし 

 

1)三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる 

外環(関越～東名)が整備されることにより、第三次医療施設である杏林大学医学部附属病院からの 20

分圏域が広がり、アクセス向上が図られる地域が増加するため、該当。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H17国勢調査、H22道路交通センサスより作成 

※圏域の算出方法：既存道路は H22道路交通センサスの混雑時平均旅行速度を用いて、病院から 20分で到達できる範囲を算出、

外環（関越～東名）区間は設計速度である 80km/hを用いて算出した。 

※人口は、H17国勢調査地域メッシュ統計（総務省統計局）における 500ｍメッシュ人口を用いて、病院から 20分で到達できる

範囲から算出 

※20分は呼吸停止時の死亡率が 100％になる時間より設定 

 

図 3-2.18 杏林大学医学部付属病院からの 20分到達圏域 

外環（関越～東名）整備における杏林大学医学部付属病院からの 20分圏域 

杏林大学医学部付属病院ま
で約 50分が約 20分に短縮 

杏林大学医学部付属病院ま
で約 42分が約 20分に短縮 
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3．整備効果の整理 

 

(4)安全 

1)緊急輸送道路が通行止になった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する 

 

外環(関越～東名)は、首都圏三環状道路の一部となっており、中央環状線が通行止めとなった場合、

代替路として機能するため、該当。 

なお、東京都の高速自動車国道、都市高速道路はすべて第一次緊急輸送道路となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2.19 災害時の迂回機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2.20 東京都の緊急輸送道路（東京都建設局ＨＰより） 
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3．整備効果の整理 

 

(5)環境 

推計結果（整備あり・なし）による環境（ＣＯ２、ＮＯＸ、ＳＰＭ）は 3-1.(4）費用便益分析結果よ

り、外環（関越～東名）が整備されることにより以下のとおりとなっている。 

 

1)対象道路の整備により削減される自動車からのＣＯ２排出量 

2)並行区間等における自動車からのＮＯ２排出削減率 

3)現道等における自動車からのSPM排出削減率 

 

表 3-2.17 環境（ＣＯ２、ＮＯＸ、ＳＰＭ）再掲 

 

 

 

 

 

 

※区間ａとは、当該事業による影響を受ける区間（原則として費用便益分析の対象リンク） 

削減量 削減率 削減量 削減率 削減量 削減率

東京外かく環状道路
（関越～東名）

178,000 0.4% 283 0.5% 14 0.5%

事業名
区間ａ 区間ａ

効果分析
NOX排出量（t/年） SPM排出量（t/年）

区間ａ
CO2排出量（t/年）
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3．整備効果の整理 

 

(6)その他 

 

1)他機関との連携プログラムに位置づけられている 

 

「10年後の東京への実行プログラム 2009」（東京都）に「東京の最大の弱点である渋滞を解消する三

環状道路等の整備促進」として位置づけられているため、該当。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2.21 三環状道路などの整備促進 

 

2)その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が見込まれる 

 

本事業の整備により、環状８号線の交通量が減少し、渋滞が緩和されることで混雑を避けて生活道路

に入りこんでいた通り抜け自動車が環状８号線を走行するようになり、その結果、生活道路の安全性向

上が見込まれる。 

資料：「10年後の東京への実行プログラム 2009」東京都 

 3-48 



 

 

3．整備効果の整理 

 

3-3．整備効果の整理 

以下では、費用便益分析以外の整備効果について分析を行い、想定される説明対象者に応じた資料の

作成、交通量推計結果による効果の整理を行った。 

想定される対象者は、H24外環交通分析検討業務の分類を基本とし、以下のとおりとした。 

 

(1)整備効果検討項目 

説明対象者である沿線住民、一般道路利用者、企業の３グループに対し、客観的評価指標で整理した

内容および、それ以外の分析を用いて説明資料の作成を以下のとおり行った。 

 

表 3-3.1 説明対象者を想定した整備効果項目 

説明 

対象者 

整備効果項目 課題、懸案内容 外環（関越～東名）整備に

より期待される効果 

沿線住民 

損失時間の削減 環状８号線は損失時間が全国平均

の約 26 倍となっており沿線住民の

移動に一部支障が想定される 

環状８号線の交通量、速度

が改善され、損失時間が削

減 

ガソリン代軽減 
渋滞（速度低下）に起因してガソリ

ン使用量が増加 

外環沿線道路の速度が向上

することで、ガソリン代が

削減 

排出ガス削減 渋滞（速度低下）に起因して排出ガ

スが増加 

速度が向上し、排出ガスが

削減 

一般道路 

利用者 

定時性の向上 
時間帯に応じて変動する移動時間

により移動時間の把握が困難 

所要時間の「ばらつき度合

い」が減少し、移動時間の

不確実性が減少 

ガソリン代軽減 
渋滞（速度低下）に起因してガソリ

ン代が増加 

外環沿線道路の速度が向上

することで、ガソリン代が

削減 

災害時通行信頼性 首都圏の高規格な道路ネットワー

クは代替路が不足しており、災害時

において信頼性が低い状況 

高規格なネットワークが形

成され信頼性が向上 

企業 

速達性向上 関越、埼玉外環から東名高速を利用

する場合、環状８号線または首都高

を通過する必要があり速達性が低

い状況 

環状８号線から外環へ交通

が転換し、速達性が向上 

災害時通行信頼性 首都圏の高規格な道路ネットワー

クは代替路が不足しており、災害時

において信頼性が低い状況 

高規格なネットワークが形

成され信頼性が向上 

物流の効率化 

時間帯に応じて変動する移動時間

により移動時間の把握が困難 

所要時間の「ばらつき度合

い」が減少し、移動時間の

不確実性が減少 
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3．整備効果の整理 

 

(2)整備効果の整理 

 

1)走行速度と燃費の関係 

国土技術政策総合研究所資料「自動車排出係数の算定根拠」によると、ガソリン乗用車の平均時速と

燃費消費量の関係は以下のとおりとなっている。 

一方、国土交通省「自動車燃料消費量統計年報」では、ガソリン車の１日１車当り走行キロは自家用

で 23.85km/日、営業用で 67.67km/日となっており、速度が 20km/hから 30km/hに向上した場合、自家用

で年間約 26,000円、営業用で約 74,000円のガソリン代削減となる。 

外環（関越～東名）の整備により、渋滞が緩和し速度向上が図られ、ガソリン代の削減が期待できる。 

 

①走行速度と燃費の関係 

 

a.算出式 

燃料消費量（cc／km）＝829.3／ｖ-0.8572×ｖ＋0.007659×ｖ２＋64.09 

 

b.算出結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土技術政策総合研究所資料 No.141「自動車排出係数の算定根拠」 

 

図 3-3.1 走行速度と燃費の関係 
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表 3-3.2 速度向上とガソリン代削減効果 

■自家用（23.85ｋｍ/日）

走行距離 燃費 必要ガソリン ガソリン単価 費用 １年間換算

（km/日） （ｋｍ/ｌ） （リットル） （円/ｌ） （円/日） （円/年）

① ② ①/②＝③ ④ ③×④＝⑤ ⑤×365

20km/h 23.85 10.9 2.2 161.7 354 129,141

30km/h 23.85 13.7 1.7 161.7 281 102,747

26,394

※走行距離は、自家用車燃料消費量統計年報（国土交通省）

※燃費は、自動車排出係数の算定根拠（国土技術総合研究所資料より算出）

※ガソリン単価は、ガソリン・灯油価格情報ＮＡＶＩ（2014.3.17時点）の東京都レギュラーガソリン単価

■営業用（67.67km/日）

走行距離 燃費 必要ガソリン ガソリン単価 費用 １年間換算

（km/日） （ｋｍ/ｌ） （リットル） （円/ｌ） （円/日） （円/年）

① ② ①/②＝③ ④ ③×④＝⑤ ⑤×365

20km/h 67.67 10.9 6.208256881 161.7 1,004 366,414

30km/h 67.67 13.7 4.939416058 161.7 799 291,527

74,888

※走行距離は、自家用車燃料消費量統計年報（国土交通省）

※燃費は、自動車排出係数の算定根拠（国土技術総合研究所資料より算出）

※ガソリン単価は、ガソリン・灯油価格情報ＮＡＶＩ（2014.3.17時点）の東京都レギュラーガソリン単価

平均速度

平均速度

20km/hと30ｋｍ/hの差

20km/hと30ｋｍ/hの差
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2)時間信頼性向上便益 

推計結果（整備あり・なし）による時間信頼性向上便益は以下のとおりである。 

外環（関越～東名）が整備されることにより約 12億円/年の時間信頼性向上便益が見込まれる。 

費用便益分析による走行時間短縮便益（約 1500 億円/年）の約１％と少ないものの、所要時間のばら

つきがなくなり、所要時間の不確実性が減少する。 

 

a.時間信頼性向上便益の算出方法 

時間信頼性便益は、対象道路の整備あり（with）と整備なし（without）の場合における対象リンク

の交通量推計結果から、日交通量および平均旅行速度を算出し、以下の式を用いて算出を行う。なお、

算出に当たっては、「第２回道路事業の評価手法に関する検討委員会」（H20.9.5）資料からイギリス

の事業評価手法（Department for Transpot Homepage）より算出を行った。 

 

（基本的考え方） 

道路整備により、平均所要時間が短縮するだけでなく、所要時間の「ばらつき度合い」が減少し、

所要時間の不確実性が減少する。 

時間信頼性の向上便益（標準偏差）は、道路整備による所要時間のばらつき度合い（標準偏差）の

変化を金銭表現化して算出する。 

 

※各リンクの所要時間のばらつき度合い（標準偏差）の変化については、整備有無それぞれの所要時

間及び延長から導出する関係式を設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 3-3.2 所要時間のばらつき度合い 

 

所要時間

所要時間

出
現
率

出
現
率

○整備無

○整備有

ばらつき度合い

ばらつき度合い

ばらつき度合い（標準偏
差）の変化を金銭表現化
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b.算出対象区間 

算出対象を、外環（関越～東名）に並行する区間（環状８号線：世田谷区瀬田～練馬区南田中）とし

た。 

 

c.算出式 

【算出式】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：The Reliability Sub-Objective TAG Unit 3.5.7（Department for Transport） 

 

 

（現行３便益との重複性） 

日常的な自動車の所要時間のばらつきに関する便益であり、走行経費減少便益及び交通事故減少

便益と重複しない。 

通常の走行時間短縮便益は平均所要時間の短縮効果を計測するものであるのに対し、本指標は所

要時間のばらつきの縮小を計測するものであり、重複しない。 

 

 

d.算出結果 

 

■時間信頼性向上便益：約 12億円/年 
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資料：第 2回道路事業の評価手法に関する検討委員会（H20.9.5） 
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3．整備効果の整理 

 

参考として、「The Reliability Sub-Objective TAG Unit 3.5.7（Department for Transport）」資

料を以下に添付する。 
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3．整備効果の整理 

 

3)災害等による通行止めを考慮した便益 

災害等による通行止めを考慮した便益は、並行する首都高が通行止め時に外環（関越～東名）の整備

あり・なしによる便益を算出した。 

並行する首都高が通行止め時に、外環（関越～東名）が整備された場合、走行時間短縮便益は約 15億

円、走行経費減少便益が約２億円／年見込まれる。（5日通行止めが発生したと仮定） 

 

a.災害等による通行止めを考慮した便益の算出方法 

災害等による通行止めを考慮した便益は、対象道路の整備あり（with）と整備なし（without）の

場合における対象リンクの交通量推計結果から、日交通量および平均旅行速度を算出し、以下の式を

用いて算出を行う。なお、算出に当たっては、「費用便益分析マニュアル」（H20.11）の走行時間費

用、走行経費費用の算出方法に準拠した。 

 

b.算出対象区間 

通行止めが発生した区間は、過去の事例から首都高（西新宿ＪＣＴ～板橋ＪＣＴ）とし、通行止め

期間は５日間とした。（計測範囲は、通行止めによる影響が大きいと想定される東京都、神奈川県、

埼玉県としている） 

 

c.算出式 

「費用便益分析マニュアル」（H20.11）の走行時間費用、走行経費費用の算出方法に準拠【算出式】 

 

d.算出結果 

    ■走行時間短縮便益 

     ・外環（関越～東名）整備なし：311億円/日 

     ・外環（関越～東名）整備あり：308億円/日 

     ・通行止め時の便益：3億円/日×5日間＝15億円 

■日当り走行経費減少便益 

     ・外環（関越～東名）整備なし：62.4億円/日 

     ・外環（関越～東名）整備あり：62.0億円/日 

     ・通行止め時の便益：0.4億円/日×5日間＝2億円 
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3．整備効果の整理 

 

【参考】タンクローリー事故の発生による首都高通行止め状況 

 

・ 事故発生場所：首都高速５号池袋線 下り熊野町ＪＣＴ 

・ 通行止めの期間：平成２０年８月３日～８月８日 

・ 全面開放：平成２０年１０月１４日 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故前後の経路

事故前の主な経路

事故後の主な代替経路

事故発生場所 周辺の一般道の渋滞 

現場の状況 

所要時間の増加 
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3．整備効果の整理 

 

4)外環（関越～東名）周辺の交通量の変化 

交通量推計による外環（関越～東名）の交通量の変化は以下のとおりとなっている。 

目白通り 大泉IC

練馬IC目白通りIC

青梅街道IC

環
状

８号
線

笹
目

通
り

目白通り
富士街道

練馬区

早稲田通り

青梅街道

青梅街道

五日市街道

井の頭通り

千川通り

新青梅街道

杉並区

武蔵野市

吉
祥

寺
通

り 女子大通り

大泉JCT

北原通り大泉通り

●練馬区・杉並区周辺

青梅街道（吉祥寺通り～千川通り）青梅街道（吉祥寺通り～千川通り）

目白通り（北原通り～大泉通り）目白通り（北原通り～大泉通り）

笹目通り（目白通り～環状８号線）笹目通り（目白通り～環状８号線）

環状８号線（青梅街道～井の頭通り）環状８号線（青梅街道～井の頭通り）

青梅街道（千川通り～女子大通り）青梅街道（千川通り～女子大通り）

※単位は万台／日

環状８号線（新青梅街道～早稲田通り）環状８号線（新青梅街道～早稲田通り）

※将来交通量は、平成17年度道路交通センサス調査結果に基づく数値です。

※現況値は現況交通量配分より算出

※( ）は混雑度

関越道関越道

外環外環大泉・練馬IC＋目白通りIC大泉・練馬IC＋目白通りIC

※現況値は現況交通量配分より算出
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女子大通り（青梅街道～吉祥寺通り）女子大通り（青梅街道～吉祥寺通り）
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中
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自
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道

国道20号（甲
州街道）

三鷹市

東八道路

三
鷹

通
り

調布IC

練馬区

連雀通り

中央通り（青梅街道～五日市街道）中央通り（青梅街道～五日市街道） 五日市街道（吉祥寺通り～環状８号線）五日市街道（吉祥寺通り～環状８号線）

吉祥寺通り（井の頭通り～連雀通り）吉祥寺通り（井の頭通り～連雀通り）

井の頭通り（吉祥寺通り～環状８号線）井の頭通り（吉祥寺通り～環状８号線）

東八道路（牟礼付近）東八道路（牟礼付近）

中央自動車道（調布IC）中央自動車道（調布IC）

●武蔵野市・三鷹市・調布市周辺

※単位は万台／日

環状８号線（青梅街道～井の頭通り）環状８号線（青梅街道～井の頭通り）

※東八道路（当該箇所）については現況が２車線で、将来は４車線で推計しています。

※将来交通量は、平成17年度道路交通センサス調査結果に基づく数値です。

女子大通り（青梅街道～吉祥寺通り）女子大通り（青梅街道～吉祥寺通り）

※現況値は現況交通量配分より算出

※現況値は現況交通量配分より算出

※現況値は現況交通量配分より算出

※( ）は混雑度
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川通り）

狛
江

通
り

府中街道

東京IC

玉川IC

多摩堤通り

杉並区

国
道

24
6号

（厚
木

街
道

）

環
状

７
号

線

駒沢通り

東八道路IC

世田谷通り（狛江通り～多摩堤通り）世田谷通り（狛江通り～多摩堤通り）

環状８号線（甲州街道～世田谷通り）環状８号線（甲州街道～世田谷通り）

首都高速道路（東京IC・用賀出入口）首都高速道路（東京IC・用賀出入口）

世田谷通り（都県境～狛江通り）世田谷通り（都県境～狛江通り）

●狛江市・世田谷区周辺

※単位は万台／日

環状８号線（玉川通り～駒沢通り）環状８号線（玉川通り～駒沢通り）

※将来交通量は、平成17年度道路交通センサス調査結果に基づく数値です。

事業化路線

未事業化路線

事業化路線

未事業化路線

※( ）は混雑度

西新宿JCT ～ 中央JCT西新宿JCT ～ 中央JCT

※現況値は首都高データより算出

中央道中央道

東名高速東名高速 大橋JCT ～ 東名JCT大橋JCT ～ 東名JCT

5.7 

6.6 

7.1 

6.9 

H42
（外環あり）

H42
（外環なし）

H22センサス

H17現況 （1.24）

（1.23）

7.0 

6.5 

5.7 

6.4 

H42
（外環あり）

H42
（外環なし）

H22センサス

H17現況 （1.91）

（1.60）

1.7 

1.8 

2.1 

2.7 

H42
（外環あり）

H42
（外環なし）

H22センサス

H17現況

（1.69）

（1.88）

1.5 

1.6 

2.8 

2.5 

H42
（外環あり）

H42
（外環なし）

H22センサス

H17現況 （0.91）

（0.95）

4.8 

3.7 

5.9 

H42
（外環あり）

H42
（外環なし）

H22センサス

H17現況

（センサスなし）

10.1 

9.2 

9.3 

8.8 

H42
（外環あり）

H42
（外環なし）

H22センサス

H17現況 （0.98）

（0.91） 8.8 

9.2 

8.8 

H42
（外環あり）

H42
（外環なし）

H22センサス

H17現況

（センサスなし）

※現況値は現況交通量配分より算出

13.3 

11.8 

11.5 

11.3 

H42
（外環あり）

H42
（外環なし）

H22センサス

H17現況 （0.78）

（0.79）

10.1 

12.1 

10.6 

9.8 

H42
（外環あり）

H42
（外環なし）

H22センサス

H17現況 （0.96）

（0.91）
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3．整備効果の整理 

 

5)外環（関越～東名）計画交通量 

本業務における、外環（関越～東名）の計画交通量は以下のとおりである。 

 

  

  

  

   

 

 

 

a.計画交通量 

平成４２年将来計画交通量は下図に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3.3 平成４２年 将来交通量（単位：万台/日） 

 

推 計 年 次 平成４２年 

計 画 交 通 量 ７６，０００～９６，０００台／日 

算 出 方 法 平成１７年度道路交通センサス調査結果に基づく 

策 定 者 関東地方整備局 東京外かく環状国道事務所 

調布市

狛江市

世田谷区

東八道路IC

中央JCT

人見街道

東名JCT

府中街道

東京IC

玉川IC

杉並区

大泉IC

練馬IC目白通りIC

青梅街道IC

笹
目

通
り

練馬区

青梅街道

杉並区

武蔵野市

大泉JCT

三鷹市

7.6

9.6

8.4

 3-79 



 

 

3．整備効果の整理 

 

b.ランプ部交通量 

各ＩＣ及びＪＣＴにおける計画交通量は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3.4 外環（関越～東名）ＩＣ・ＪＣＴ方向別図（単位：台/日） 

関越自動車道
大泉JCT

目白通りIC

大泉IC

青梅街道IC

東八道路IC

中央JCT

中央自動車道

東名JCT

東名高速道

目白通りIC

～青梅街道IC

青梅街道IC

～東八道路IC

中央JCT

～東名JCT

詳細図参照

6000 5750

詳細図参照

7770 4680

8890
5720

1120

1160

5220

6110

25900 11710

25090
13150

7890 12950

3550 8610

※中央JCT方向別に東八道

路ICから中央道へ直接アク

セスする量は含まれない
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3．整備効果の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3.5 平成４２年 大泉ＩＣ・ＪＣＴ、目白通りＩＣの方向別図（単位：台/日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3.6 平成４２年 東八道路ＩＣの方向別図（単位：台/日） 

 

Ａ

ＢＣ

Ｄ

ICとJCTのラインがわかりず

らいため、本線をずらして表

記してあります

D⇒Ａ

9300

AのOFF

6660

AのON

8250

CのOFF

5710

CのON

3050

C⇒D

10540

DのON

5300

大泉IC・JCT、目白通りIC

詳細図（単位：台/日）

外
環

D⇒C

14810

Ａ⇒D

16190

外
環

東八道路

中央道

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

AのON

2970

AのOFF

3580

CのON

6310

CのOFF

5700

BのON

3620

BのOFF

2020

DのON

1410

DのOFF

1590

31560

35760

25570

24660
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3．整備効果の整理 

 

c.外環（関越～東名）に並行する環状８号線の平均交通量 

外環（関越～東名）に並行する環状８号線の平均交通量は以下のとおりである。 

 

調布市

狛江市

世田谷区

東八道路
IC

中央
JCT

人見街道

東名
JCT

府中街道

東京IC

玉川IC

大泉IC

練馬IC目白通りIC

青梅街道
IC

笹
目

通
り 練馬区

青梅街道

新青梅街道

杉並区

武蔵野市

大泉
JCT

三鷹市

１

２
３

４

５

６

７

８

９

10
11

12 13

14

15

16
17

東八道路

 

図 3-3.7 Ｈ２２道路交通センサス位置（環状８号線及び笹目通り） 
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3．整備効果の整理 

起点側 終点側

接続路線等 接続路線等

1
都道４４３号
南田中町旭町線
（笹目通り）

都道３１１号
環状８号線

都道８号
千代田練馬田無線
（目白通り）

1.9 49,810 94,639

2
都道３１１号
環状８号線

都道２５号
飯田橋石神井新座線
（旧早稲田通り）

都道４４３号
南田中町旭町線
（笹目通り）

0.2 62,978 12,596

3
都道３１１号
環状８号線

杉並区・練馬区 境
都道２５号
飯田橋石神井新座線
（旧早稲田通り）

0.1 62,978 6,298

都道３１１号
環状８号線

都道４３９号
椎名町上石神井線
（千川通り）

杉並区・練馬区 境 0.0 62,978 0

4
都道３１１号
環状８号線

都道２４５号
杉並田無線
（新青梅街道）

都道４３９号
椎名町上石神井線
（千川通り）

0.2 62,978 12,596

5
都道３１１号
環状８号線

都道４３８号
向井町新町線
（早稲田通り）

都道２４５号
杉並田無線
（新青梅街道）

1.0 62,978 62,978

6
都道３１１号
環状８号線

都道４号
東京所沢線
（青梅街道）

都道４３８号
向井町新町線
（早稲田通り）

1.4 47,324 66,254

7
都道３１１号
環状８号線

都道７号
杉並あきる野線
（五日市街道）

都道４号
東京所沢線
（青梅街道）

1.9 50,695 96,321

8
都道７号
杉並あきる野線
（五日市街道）

都道７号
杉並あきる野線
（五日市街道）

都道３１１号
環状８号線

0.2 49,173 9,835

9
都道３１１号
環状８号線

都道１４号
新宿国立線
（人見街道）

都道７号
杉並あきる野線
（五日市街道）

0.3 49,173 14,752

10
都道１４号
新宿国立線

都道１４号
新宿国立線
（人見街道）

都道１４号
新宿国立線
（東八道路）

1.1 49,173 54,090

11
都道３１１号
環状８号線

世田谷区・杉並区 境
都道１４号
新宿国立線
（東八道路）

0.2 64,794 12,959

12
都道３１１号
環状８号線

杉並区・世田谷区 境 世田谷区・杉並区 境 0.2 64,794 12,959

13
都道３１１号
環状８号線

一般国道２０号
（甲州街道）

杉並区・世田谷区 境 0.4 64,794 25,918

都道３１１号
環状８号線

世田谷区・杉並区 境
一般国道２０号
（甲州街道）

0.0 70,946 0

14
都道３１１号
環状８号線

都道１１８号
調布経堂停車場線

世田谷区・杉並区 境 1.2 70,946 85,135

15
都道３１１号
環状８号線

都道４２８号
高円寺砧浄水場線

都道１１８号
調布経堂停車場線

1.3 70,946 92,230

16
都道３１１号
環状８号線

都道３号
世田谷町田線
（世田谷通り）

都道４２８号
高円寺砧浄水場線

1.4 66,792 93,509

17
都道３１１号
環状８号線

高速３号渋谷線
都道３号
世田谷町田線
（世田谷通り）

1.0 66,792 66,792

総延長 14.0 総走行台キロ 819,858

平均交通量＝（総走行台キロ）÷（総延長）＝ 58,561 （台／日）

路線名

区間 区間
延長
（km）
(A)

２４時間
交通量

（台／日）
(B)

走行台キロ
(A)×(B)

Ｈ２２センサス

 

表 3-3.3 Ｈ２２道路交通センサス位置における平均交通量（Ｈ２２センサス） 
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3．整備効果の整理 

 

表 3-3.4 Ｈ２２道路交通センサス位置における平均交通量（Ｈ４２外環あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※将来交通量は、平成１７年度道路交通センサス調査結果に基づく平成４２年推計値 

Ｈ２２センサス

起点側 終点側

接続路線等 接続路線等

1
都道４４３号
南田中町旭町線
（笹目通り）

都道３１１号
環状８号線

都道８号
千代田練馬田無線
（目白通り）

1.9 38,317 72,802

2
都道３１１号
環状８号線

都道２５号
飯田橋石神井新座線
（旧早稲田通り）

都道４４３号
南田中町旭町線
（笹目通り）

0.2 57,647 11,529

3
都道３１１号
環状８号線

杉並区・練馬区 境
都道２５号
飯田橋石神井新座線
（旧早稲田通り）

0.1 51,981 5,198

都道３１１号
環状８号線

都道４３９号
椎名町上石神井線
（千川通り）

杉並区・練馬区 境 0.0 51,981 0

4
都道３１１号
環状８号線

都道２４５号
杉並田無線
（新青梅街道）

都道４３９号
椎名町上石神井線
（千川通り）

0.2 45,366 9,073

5
都道３１１号
環状８号線

都道４３８号
向井町新町線
（早稲田通り）

都道２４５号
杉並田無線
（新青梅街道）

1.0 47,550 47,550

6
都道３１１号
環状８号線

都道４号
東京所沢線
（青梅街道）

都道４３８号
向井町新町線
（早稲田通り）

1.4 53,173 74,442

7
都道３１１号
環状８号線

都道７号
杉並あきる野線
（五日市街道）

都道４号
東京所沢線
（青梅街道）

1.9 56,182 106,746

8
都道７号
杉並あきる野線
（五日市街道）

都道７号
杉並あきる野線
（五日市街道）

都道３１１号
環状８号線

0.2 76,701 15,340

9
都道３１１号
環状８号線

都道１４号
新宿国立線
（人見街道）

都道７号
杉並あきる野線
（五日市街道）

0.3 75,843 22,753

10
都道１４号
新宿国立線

都道１４号
新宿国立線
（人見街道）

都道１４号
新宿国立線
（東八道路）

1.1 56,764 62,440

11
都道３１１号
環状８号線

世田谷区・杉並区 境
都道１４号
新宿国立線
（東八道路）

0.2 50,594 10,119

12
都道３１１号
環状８号線

杉並区・世田谷区 境 世田谷区・杉並区 境 0.2 50,594 10,119

13
都道３１１号
環状８号線

一般国道２０号
（甲州街道）

杉並区・世田谷区 境 0.4 50,594 20,238

都道３１１号
環状８号線

世田谷区・杉並区 境
一般国道２０号
（甲州街道）

0.0 50,594 0

14
都道３１１号
環状８号線

都道１１８号
調布経堂停車場線

世田谷区・杉並区 境 1.2 49,735 59,682

15
都道３１１号
環状８号線

都道４２８号
高円寺砧浄水場線

都道１１８号
調布経堂停車場線

1.3 56,719 73,735

16
都道３１１号
環状８号線

都道３号
世田谷町田線
（世田谷通り）

都道４２８号
高円寺砧浄水場線

1.4 58,980 82,572

17
都道３１１号
環状８号線

高速３号渋谷線
都道３号
世田谷町田線
（世田谷通り）

1.0 63,074 63,074

総延長 14.0 総走行台キロ 747,412

平均交通量＝（総走行台キロ）÷（総延長）＝ 53,387 （台／日）

２４時間
交通量

（台／日）
(B)

走行台キロ
(A)×(B)

Ｈ４２外環あり

路線名

区間 区間
延長
（km）
(A)
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3．整備効果の整理 

 

6)環状八号線利用交通量の変化分析 

外環（関越～東名）に並行する環状八号線の利用交通量について、外環（関越～東名）整備時の利用

状況の変化を把握・分析することを目的とし、環状八号線のＯＤ分析を行った。 

環状八号線の現況と外環（関越～東名）整備後について行い、環状八号線を利用しているＯＤ（起終

点）の変化を捉え、そのＯＤがどのような目的で移動しているかを分析した。 

その結果、外環（関越～東名）が整備されることで、環状八号線の通過交通は減少（30％⇒16％）し、

内々交通は増加（38％⇒54％）している。これは、通過交通が排除されることにより、環状八号線がよ

り沿線地域のための道路となっていると考えられる。 

また、環状八号線を利用している上位 10位の現況ＯＤで、東京都を通過するＯＤは、埼玉県と静岡以

西が多い状況となっている。（上位 10位以内の状況であり、その他都県間を利用しているＯＤも多く存

在している） 

埼玉県と静岡以西について、Ｈ１７道路交通センサスデータを分析した結果、主な利用目的は荷物の

運搬および観光・社交・娯楽となっている。 

外環（関越～東名）が整備されることで環状八号線の利用交通は、荷物運搬等による通過交通が外環

（関越～東名）に転換し、沿線地域の利用交通が増加、適切な交通機能分担が図られると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※東京都を内々とする交通を着色 

 

 

表 3-3.5 環状八号線上位 10位のＯＤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3.8 環状八号線（通過・内外・内々）ＯＤ 

調布市

東八道路IC

中央JCT

人見街道
杉並区

大泉IC

練馬IC目白通りIC

青梅街道IC

笹
目

通
り

練馬区

青梅街道

杉並区

武蔵野市

大泉JCT

三鷹市

9.6
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ＯＤ分析断面位置 

分析断面位置 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2現 況

外環整備後

通過

30％

内外

32％

内々

38％

通過

16％

内外

30％

内々

54％

順位

1 7 東京都杉並区 8 東京都練馬区
2 6 東京都世田谷区 8 東京都練馬区
3 5 東京都中野区 7 東京都杉並区
4 7 東京都杉並区 9 東京都板橋区
5 57 埼玉県北部 73 静岡以西
6 6 東京都世田谷区 57 埼玉県北部
7 31 神奈川県西部 70 群馬県
8 7 東京都杉並区 59 埼玉県南東部
9 61 埼玉県南西部 73 静岡以西

10 6 東京都世田谷区 61 埼玉県南西部

O D
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3．整備効果の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3.9 埼玉と静岡以西のＯＤの利用目的 

資料：Ｈ１７道路交通センサス 

 

 ■OD分析を行ったゾーニング 

OD分析のゾーニングは、東京都、神奈川県、埼玉南部地域を概ね市区町村単位で集計し、それ以外の

地域を県単位もしくは方面別で集計した。 

表 3-3.6 ＯＤゾーニング 

 

 

出勤

登校

家事・買物

食事・社交・娯楽（日常生活圏内）

観光・行楽・レジャー（日常生活圏外）

観光（名所・旧跡、催し物等を見る）

保養（温泉、家族・知人との交流等）

スポーツ

体験型レジャー（遊園地・ドライブ・釣り写真等）

その他

その他私用（通院・習い事など）

送迎

荷物／貨物の運搬を伴わない業務

荷物／貨物の運搬を伴う業務

貨物は運んだが、降ろさなかった

貨物を降ろした

貨物を降ろした際に他の付帯業務を行った

帰社

帰宅

不明

荷物/貨物の運搬を

伴わない業務

（27％）

荷物/貨物の運搬を

伴う業務

（22％）

観光・行楽・レジャー

（16％）

荷物の運搬が約５割 

ゾーン番号 ゾーン名称 ゾーン番号 ゾーン名称 ゾーン番号 ゾーン名称

1 東京都中央環状内側 27 東京都国分寺市 53 川崎市高津区

2 東京都品川区 28 東京都多摩市 54 川崎市中原区

3 東京都大田区 29 東京都稲城市 55 川崎市幸区

4 東京都目黒区 30 東京都立川市 56 川崎市川崎区

5 東京都中野区 31 神奈川県西部 57 埼玉県北部

6 東京都世田谷区 32 横浜市緑区 58 埼玉県さいたま市

7 東京都杉並区 33 横浜市旭区 59 埼玉県南東部

8 東京都練馬区 34 横浜市瀬谷区 60 埼玉県戸田市

9 東京都板橋区 35 横浜市都筑区 61 埼玉県南西部

10 東京都北区 36 横浜市青葉区 62 埼玉県朝霞市

11 東京都足立区 37 横浜市港北区 63 埼玉県和光市

12 東京都葛飾区 38 横浜市鶴見区 64 埼玉県新座市

13 東京都江戸川区 39 横浜市神奈川区 65 千葉県北部

14 東京都調布市 40 横浜市保土ヶ谷区 66 千葉県南部

15 東京都狛江市 41 横浜市南区 67 千葉県千葉市

16 東京都武蔵野市 42 横浜市西区 68 茨城県

17 東京都三鷹市 43 横浜市中区 69 栃木県

18 東京都府中市 44 横浜市戸塚区 70 群馬県

19 東京都国立市 45 横浜市港南区 71 山梨県

20 東京都西東京市 46 横浜市磯子区 72 長野県

21 東京都清瀬市 47 横浜市金沢区 73 静岡以西

22 東京都東久留米市 48 横浜市栄区 74 東北方面

23 東京都東村山市 49 横浜市泉区 75 新潟県

24 東京都多摩部 50 川崎市麻生区 76 富山県

25 東京都小金井市 51 川崎市宮前区 77 石川県

26 東京都小平市 52 川崎市多摩区
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3．整備効果の整理 

 

7)外環（関越～東名）沿線の首都直下型地震による被害想定 

「首都直下型地震の被害想定と対策について（最終報告 H25.12）」より首都直下型地震の被害想定

を把握し、外環（関越～東名）沿線における被害状況を把握した。それによると、外環（関越～東名）

に並行する環状８号線沿線には、２５０メッシュ内で５０棟以上全壊・倒壊する地域が多い状況である。 

首都直下型地震により外環（関越～東名）沿線地域が全壊・倒壊し、一般道路が通行不可能となった

場合でも高規格な道路による災害支援に寄与することが想定される。 

 

圏央道

外環

中央環状

環八

道 路 凡 例
首都圏３環状道路（供用中・事業中）

首都圏３環状道路（計画中）
環状八号線

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3.10 250mメッシュ別の全壊・焼失棟数（都心南部直下地震、冬夕、風速 8m/s） 

資料：首都直下型地震の被害想定と対策について（最終報告）H25.12 

揺れによる全壊家屋 

約 175,000棟 

建物倒壊による死者 

最大約 11,000人 

経済的被害 

建物等の直接被害：約 47兆円 

生産・ｻｰﾋﾞｽ低下の被害：約 48兆円 
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3．整備効果の整理 

 

8)東京２３区の道路交通の円滑化 

外環（関越～東名）は、首都圏三環状道路の一部となっており環状道路の機能である「通過交通の抑

制」、「分散導入」、「地域間移動」、「非常時の迂回機能」などの効果発現が期待される。このため、

外環（関越～東名）に関連する通過交通を把握することを目的として、「首都高速道路交通起終点調査」

より東京２３区の通過交通状況やＩＣペア分析を行った。 

 

①首都高速都心環状線の通過交通状況の推移 

外環（関越～東名）が受け持つ環状機能の現状を把握することを目的とし、首都高速都心環状線を通

過する交通状況の推移を把握分析した。 

都心環状線を通行する交通量は、減少傾向となっている。この要因としては、首都高速中央環状線（西

新宿 JCT～熊野町 JCT）が平成 19年 12月に開通し、同中央環状線（西新宿 JCT～大橋 JCT）が平成 22年

３月に開通したことで、都心環状線を通行する交通が減少していると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：首都高速道路交通起終点調査 

図 3-3.11 都心環状線を通行する交通量 

4,614

4,209
4,079

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

第25回調査 第26回調査 第27回調査

（百台/日）

（H14） （H21） （H23）
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3．整備効果の整理 

 

②首都高速都心環状線の通過交通状況の推移 

首都高都心環状線の通過交通を把握するため、「第 27回首都高速道路交通起終点調査」より首都高東

京線の利用形態別交通量を集計した結果、同路線を利用する交通のうち約５割は都心環状線を利用して

いる。 

また、都心環状線を利用する交通の約６割は、都心環状線を通過するだけの交通となっている。 

 

表 3-3.7 都心環状線利用交通量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：第 27回首都高速道路交通起終点調査より作成 

※都環は都心環状線、中環は中央環状線、放射はそれ以外の路線 

※首都高東京線とは、都心環状線、中央環状線、高速１号～11号線、高速川口線、湾岸線等の路線 

 

 

 

 

■都心環状線を利用し、都心環状線を通過するだけの交通量割合算出式 

 ・都心環状線を利用し、都心環状線を通過するだけの交通量： 

218,117+9,261+35,685+8＝263,071台/日 

 ・都心環状線を通行する交通：407,877台/日 

 

 ・都心環状線を利用し、都心環状線を通過するだけの交通量割合：263,071÷407,877＝64.5％ 

 

 

利用形態 台数 比率
都環内々 779 0.1
都環⇔放射 128,102 14.7
放射⇔都環⇔放射 218,117 25.0
計 346,998 39.7
都環⇔放射⇔中環 2,571 0.3
中環⇔放射⇔都環⇔放射 9,261 1.1
都環⇔放射⇔中環⇔放射 13,354 1.5
放射⇔都環⇔放射⇔中環⇔放射 35,685 4.1
中環⇔放射⇔都環⇔放射⇔中環 8 0.0
計 60,879 7.0

計 407,877 46.7
中環内々 4635 0.5
中環⇔放射 84,429 9.7
放射⇔中環⇔放射 155,143 17.7
計 244,207 27.9
放射線内々 126,882 14.5
放射⇔放射 95,242 10.9
計 222,124 25.4

計 466,331 53.3
合計 874,208 100.0

都環を通行する交通

都環を利用す
る交通

都環と中環を
両方利用する

交通

都環を通行しない交通

中環を利用す
る交通

放射線を利用
する交通

都心環状線を利用し、都心環状線を通過するだけの交通 
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3．整備効果の整理 

③首都高東京線利用交通量の分析 

第 27回首都高速道路交通起終点調査より、首都高東京線を利用する交通のうち、都心環状線を利用し

ていると想定されるＩＣペアで外環（関越～東名）整備により交通量が転換すると想定されるＩＣペア

について分析を行った。 

想定されるＩＣペアの設定は、東名高速と東北道などの都市間高速道路相互間交通量および首都高利

用交通のうち都心環状線の東西でＩＣを利用しているペアで外環（関越～東名）整備により交通量が転

換すると想定されるＩＣペアとした。 

この結果、都心環状線を利用していると考えられる交通のうち、外環（関越～東名）整備後に転換し

そうな交通量は、約８万台／日（首都高東京線利用交通量の約１割）となった。 

 

・ 都心環状線の東西を結ぶＩＣペアで外環（関越～東名）に転換しそうな 

                           ＩＣペア交通量：42,589台/日 

・ 都市間高速道路相互間交通量：36,736台/日 

・ 合計：79,325台/日（首都高東京線利用交通量の９．１％） 

※首都高東京線利用交通量（874,208台/日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3.12 都心環状線を利用し外環（関越～東名）整備後に転換しそうな ICペア 

2,457

14,870

常磐道

東北道

中央道

外環内側（東）

外環内側（西）

東名高速+
第三京浜+

首都高神奈川線

首都高埼玉線

1,329

2,316

21,617

玉川IC
-

練馬IC
-

単位：台/日

外環内側（東）
東名高速+
第三京浜+
首都高神奈川線

21,617

外環内側（東） 首都高埼玉線 2,457
外環内側（東） 中央道 14,870
外環内側（西） 東北道 1,329
外環内側（西） 常磐道 2,316

42,589合計
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3．整備効果の整理 

 

表 3-3.8 都市間高速道路集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：第 27回首都高速道路交通起終点調査より作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：第 27回首都高速道路交通起終点調査より抜粋 

図 3-3.13 都市間高速道路位置 

・外環 01とは、外環から三郷ＪＣＴを経由し

て首都高三郷線へ流出入する交通量。 

・外環 02,03 とは外環から川口ＪＣＴを経由

して首都高川口線へ流出入する交通量 

・外環 04,05 とは外環から美女木ＪＣＴを経

由して首都高池袋線へ流出入する交通量 

東名高速 中央道 外環０４，０５ 東北道 外環０２，０３ 常磐道 外環０１ 京葉道 東関東道 合計

東名高速 82 544 3,452 458 2,864 385 1,378 2,187 11,350

中央道 68 136 997 119 1,353 235 1,931 1,549 6,388

外環０４，０５ 604 336 940

東北道 3,106 1,056 4,162

外環０２，０３ 536 158 694

常磐道 2,774 1,193 3,967

外環０１ 278 138 416

京葉道 1,884 2,584 4,468

東関東道 2,514 1,837 4,351

合計 11,764 7,384 680 4,449 577 4,217 620 3,309 3,736 36,736
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3．整備効果の整理 

 

(3)説明対象に応じた説明資料の作成 

1)沿線住民（損失時間の削減） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：民間プローブデータ（平成 21年度） 

※図の値は、損失時間を kmあたりに換算した値 

 

 

 

外環（関越～東名）沿線の渋滞緩和 

うちの近くに環状道路がで
きるのね！ 

環状道路ができたらどうな
るのかしら？ 

 
┃環状８号線の渋滞緩和 

外環(関越～東名)に並行する環状７号線、環状８号線の損失時間は、全国平均の約 15 倍およ

び約26 倍と高く、渋滞が著しく発生しています。 

外環（関越～東名）が整備されることで並行する環状８号線の損失時間は約３割削減します。 

 

環
状

８
号

線

環
状

７
号

線

中
央

道

関 越 道

青梅街道

東
八

道
路

(仮称)東名JCT

(仮称 )中央J C T

(仮称)東八道路IC

(仮称)青梅街道IC

(仮称)目白通りIC

大泉JCT

東
名

高
速

東
京

外
か

く
環

状
道

路
（

関
越

～
東

名
）

環状７号線

環状８号線

高速道路

直轄国道

凡 例

その他国道

主要地方道

一般都道府県道

高速道路

直轄国道

凡 例

その他国道

主要地方道

一般都道府県道

損失時間：約401.3千人時間／年・km
（全国平均：約26.3千人時間／年・km）

損失時間：約694.0千人時間／年・km
（全国平均：約26.3千人時間／年・km）

200千人時間/年・km 未満

凡 例

200千人時間/年・km 以上

150千人時間/年・km 未満

100千人時間/年・km 未満

※損失時間とは、基準となる旅行速度（基準旅行時間）から実際にかかった旅行時間の遅れ時間を損失時間と呼んでいる。 

※現道とは、現在、主として使用されている道路のことである。 

※外環（関越～東名）整備による損失時間削減効果は、外環（関越～東名）整備あり・なしによる推計値の削減率 

 

 

■外環（関越～東名）に並行する区間の損失時間 

・ 環状８号線：約６９４．０千人時間/年・ｋｍ（全国平均の約２６倍） 

・ 環状７号線：約４０１．３千人時間/年・ｋｍ（全国平均の約１５倍） 

※全国平均値約２６．３千人時間/年・ｋｍ 

外環（関越～東名）が 

整備されると３割※削減 
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3．整備効果の整理 

2)沿線住民（ガソリン代軽減） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土技術政策総合研究所資料 No.141「自動車排出係数の算定根拠」より作成 

 

渋滞緩和によるガソリン代の軽減 

┃速度と燃費の関係 
 平均車速と燃費の関係により、首都圏の速度が改善した場合、ガソリン代の削減が期待できます。 

┃沿線の旅行速度 

 外環(関越～東名)沿線は混雑時平均旅行速度 20km/h 未満の道路が多く存在します。 

 外環（関越～東名）が整備されると速度向上が図られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H22道路交通センサス 

20km/h未満 

30km/h以上 

20km/h～30km/h 

凡例（混雑時平均旅行速度） 

関越道 

環
八 

環
七 

中央道 

東名高速 

外
環 

埼玉外環 

外環（関越～東名）沿線は 20km/h 未満の
区間が多くて、燃費によくないみたい！ 

外環（関越～東名）が整備されると速度向上
でガソリン代削減が期待できるわね 
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燃
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速度が改善（20⇒30km/h）されれば、 

ガソリン代が年間 26,000 円削減 

【ガソリン代の算出】 

※燃費は、左記グラフより 

※走行距離は、自家用車燃料消費量

統計年報（国土交通省）より自

家 用 車 の 平 均 走 行 距 離

（23.85km/日） 

※ガソリン単価は、ガソリン・灯油

価格情報ＮＡＶＩ（2014.3.17

時点）の東京都レギュラーガソ

リン単価 
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3．整備効果の整理 

3)沿線住民（排出ガス削減） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※首都圏とは、１都３県としている。 

         資料：道路交通センサス（H22年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東京都環境化学研究所（2013年版 

 

都心部の渋滞緩和による環境改善 

首都圏は、交通量が多くて、
速度が低いのね。 

環状道路ができたら環境が改
善されてうれしいわ！ 

┃環境改善 

 外環（関越～東名）が整備されると、環状機能が図られるため、首都圏の渋滞緩和に寄与し、環

境改善が図られます。 

┃首都圏の交通状況 

 首都圏の交通量は、全国平均の約２倍となっており、特に東京都が多い状況です。 

 首都圏の平均旅行速度（１２時間平均）は、全国平均に比べ約６ｋｍ//ｈも低い状況です。 
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図－平均交通量 図－12時間平均旅行速度 

渋滞緩和 

排出量と速度の関係 

速
度
低
下
に
よ
り
排
出
量
増
加
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3．整備効果の整理 

4)沿線住民（交通量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備効果（交通量） 

┃沿線地域の交通量の減少 

外環(関越～東名)の整備より、練馬区、杉並区周辺では環状８号線、目白通り、笹目通りの交通量

が減少します。 

環状８号線(新青梅街道～早稲
田通り)はこのままいくと将来
は交通量が増えちゃうのかぁ 

外環ができることで交通量を減
らせるんだね！ 

 

目白通り 大泉IC

練馬IC目白通りIC

青梅街道IC

環
状

８号
線

笹
目

通
り

目白通り
富士街道

練馬区

早稲田通り

青梅街道
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五日市街道

井の頭通り

千川通り

新青梅街道

杉並区

武蔵野市

吉
祥

寺
通

り 女子大通り

大泉JCT

北原通り大泉通り

青梅街道（吉祥寺通り～千川通り）青梅街道（吉祥寺通り～千川通り）

目白通り（北原通り～大泉通り）目白通り（北原通り～大泉通り）

笹目通り（目白通り～環状８号線）笹目通り（目白通り～環状８号線）

環状８号線（青梅街道～井の頭通り）環状８号線（青梅街道～井の頭通り）

青梅街道（千川通り～女子大通り）青梅街道（千川通り～女子大通り）

※単位は万台／日

環状８号線（新青梅街道～早稲田通り）環状８号線（新青梅街道～早稲田通り）

※将来交通量は、平成17年度道路交通センサス調査結果に基づく数値です。

※現況値は現況交通量配分より算出

※( ）は混雑度

関越道関越道

外環外環大泉・練馬IC＋目白通りIC大泉・練馬IC＋目白通りIC

※現況値は現況交通量配分より算出
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3．整備効果の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備効果（交通量） 

外環(関越～東名)の整備により、武蔵野市、三鷹市、調布市周辺では環状８号線、中央通り、五日市

街道、女子大通り、吉祥寺通り、井の頭通り（吉祥寺通り～環状８号線）の交通量が減少します。 

 

青梅街道IC
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通
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中央通り（青梅街道～五日市街道）中央通り（青梅街道～五日市街道） 五日市街道（吉祥寺通り～環状８号線）五日市街道（吉祥寺通り～環状８号線）

吉祥寺通り（井の頭通り～連雀通り）吉祥寺通り（井の頭通り～連雀通り）
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東八道路（牟礼付近）東八道路（牟礼付近）

中央自動車道（調布IC）中央自動車道（調布IC）

※単位は万台／日

環状８号線（青梅街道～井の頭通り）環状８号線（青梅街道～井の頭通り）

※東八道路（当該箇所）については現況が２車線で、将来は４車線で推計しています。

※将来交通量は、平成17年度道路交通センサス調査結果に基づく数値です。

女子大通り（青梅街道～吉祥寺通り）女子大通り（青梅街道～吉祥寺通り）

※現況値は現況交通量配分より算出

※現況値は現況交通量配分より算出

※現況値は現況交通量配分より算出

※( ）は混雑度

5.6 

6.0 

5.1 

5.5 

H42
（外環あり）

H42
（外環なし）

H22センサス

H17現況 （0.91）

（1.12）

1.2 

1.7 

1.4 

H42
（外環あり）

H42
（外環なし）

H22センサス

H17現況

（センサスなし）

1.5 

1.6 

1.5 

1.7 

H42
（外環あり）

H42
（外環なし）

H22センサス

H17現況 (1.29)

(1.08)

1.6 

1.4 

1.7 

1.5 

H42
（外環あり）

H42
（外環なし）

H22センサス

H17現況 （1.33）

（1.50）

1.9 

2.0 

1.6 

2.4 

H42
（外環あり）

H42
（外環なし）

H22センサス

H17現況 （0.72）

（0.58）

4.2 

3.4 

2.2 

H42
（外環あり）

H42
（外環なし）

H22センサス

H17現況

（センサスなし）

2.0 

2.6 

2.6 

H42
（外環あり）

H42
（外環なし）

H22センサス

H17現況

（センサスなし）

1.3 

1.4 

0.8 

1.0 

H42
（外環あり）

H42
（外環なし）

H22センサス

H17現況 （0.85）

（0.83）

甲州街道（三鷹通り～吉祥寺通り）甲州街道（三鷹通り～吉祥寺通り）

4.8 

4.9 

3.7 

4.4 

H42
（外環あり）

H42
（外環なし）

H22センサス

H17現況 （1.43）

（1.29）

 3-96 



 

 

3．整備効果の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備効果（交通量） 

外環(関越～東名)の整備により、狛江市、世田谷区周辺では環状８号線（甲州街道～世田谷通り）、

世田谷通りの交通量が減少します。 
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※単位は万台／日
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※将来交通量は、平成17年度道路交通センサス調査結果に基づく数値です。
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3．整備効果の整理 

 

5)一般道路利用者（定時性の向上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         資料：民間プローブデータ（対象：環状８号線 目白通り～国道 246号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：費用便益分析マニュアル 

 

定時性の向上により移動時間の信頼性が向上 
環状の渋滞で時間が読めないことがある

から、早く家を出ていたけど、環状道路

が整備されることで余裕を見込まないで

出発できる！ 

┃時間信頼性向上便益 

 外環（関越～東名）が整備されると、所要時間のバラツキが減少し、所要時間の不確実性が減少

します。その便益向上効果は、約１２億円（走行時間短縮便益の約１％）となっております。 

┃首都圏の交通状況 

 外環（関越～東名）に並行する環状８号線の所要時間は、ばらつきがあり、混雑時と非混雑時では

約１６分（上り）、約１３分（下り）の所要時間差が発生しています。 

 

図－上りの所要時間のばらつき 図－下りの所要時間のばらつき 
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所要時間差 
約 16 分 

凡例 
最小平均所要時間のグラフ 
最大平均所要時間のグラフ 

余裕時間 
約 15 分 

最大平均所要時間・時間帯 

約 50 分（7 時台） 

 

最小平均所要時間・時間帯 

約 34 分（14 時台） 

60km/h で走行した 

場合の所要時間 
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所要時間差 
約 13 分 

余裕時間 
約 30 分 

最大平均所要時間・時刻 

約 49 分（17 時台） 

 

60km/h で走行した 

場合の所要時間 

凡例 
最小平均所要時間のグラフ 
最大平均所要時間のグラフ 

最小平均所要時間・時刻 

約 36 分（14 時台） 

所要時間

所要時間

出
現
率

出
現
率

○整備無

○整備有

ばらつき度合い

ばらつき度合い

ばらつき度合い（標準偏
差）の変化を金銭表現化

外環（関越～東名）整備による 

時間信頼性向上便益 

約１２億円／年 
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3．整備効果の整理 

6)一般道路利用者（ガソリン代軽減） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土技術政策総合研究所資料 No.141「自動車排出係数の算定根拠」より作成 

 

渋滞緩和によるガソリン代の軽減 

┃速度と燃費の関係 
 平均車速と燃費の関係では、平均車速２０ｋｍ／ｈ以下より急激に燃費が悪化します。 

┃沿線の旅行速度 

 外環(関越～東名)沿線は混雑時平均旅行速度 20km/h 未満の道路が多く存在します。 

 外環（関越～東名）が整備されると速度向上が図られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H22道路交通センサス 

20km/h未満 

30km/h以上 

20km/h～30km/h 

凡例（混雑時平均旅行速度） 

関越道 

環
八 

環
七 

中央道 

東名高速 

外
環 

埼玉外環 

渋滞で燃費が落ちるのは知っていたけど、
都心部は速度が低いところが多いね！ 

都心部の速度が改善されると、お財布にも
やさしいね。 
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速度が改善（20⇒30km/h）されれば、 

ガソリン代が年間 26,000 円削減 

【ガソリン代の算出】 

※燃費は、左記グラフより 

※走行距離は、自家用車燃料消費量

統計年報（国土交通省）より自

家 用 車 の 平 均 走 行 距 離

（23.85km/日） 

※ガソリン単価は、ガソリン・灯油

価格情報ＮＡＶＩ（2014.3.17

時点）の東京都レギュラーガソ

リン単価 
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3．整備効果の整理 

7)一般道路利用者（災害時通行信頼性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時における通行信頼性 

┃首都高通行止めの過去の事例 

┃大規模災害時でも安定した緊急輸送道路を確保 

首都高（西新宿～板橋 JCT間）が５日間通行止めとなった場合、外環（関越～東名）が代替路を

形成することで、迂回による時間短縮が図られ、走行時間短縮便益（約１５億円）、走行経費減

少便益（約２億円）の損失が防げます。 

【タンクローリー事故の発生状況】 

 事故発生場所：首都高速５号池袋線 

          下り熊野町ＪＣＴ 

 通行止めの期間：平成２０年８月３日～８月８日 

 全面開放：平成２０年１０月１４日 

 

 首都高速道路で通行止めが発生した場合、外環(関越～東名)が代替路として迂回機能（リダンタン

シー）を発揮します。 

 

首都高の通行止めは記憶にあるな～。 

環状道路が整備されると、確かに迂回

できて便利だね。 

 

通行止

 

関越道 

中央道 

東名高速 

外

環 

中 
央 

環 

状 

線 
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3．整備効果の整理 

8)企業（速達性向上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

速達性向上 

┃首都圏および環状８号線の交通状況 

 

 

首都圏を通過するときは環八を利用す

るか、首都高を利用するかだけど、外

環（関越～東名）が整備されると円滑

な移動が可能になるね！ 

 環状８号線を利用している交通のＯＤ（起終点）は、埼玉県と静岡以西を結ぶ交通も多くあり、関

越自動車道と埼玉外環から環状８号線を経由して東名高速道路を利用していると考えられます。 

 外環（関越～東名）が整備されると円滑な物資流動の移動に寄与します。 

 

図－環状８号線を利用している 
埼玉と静岡以西の利用目的内訳 

埼玉・新潟・群馬方面 埼玉・東北・茨城・栃木方面 

神奈川・静岡以西方面 

・環状８号線を利用していた物

流関連車両が外環（関越～東

名）に転換 

・所要時間は５３分⇒２２分に

短縮（谷原交差点～瀬田交差

点間） 

 

荷物/貨物の運搬を

伴わない業務

（27％）

荷物/貨物の運搬を

伴う業務

（22％）

観光・行楽・レジャー

（16％）

約５割が荷物の運搬が目的 

荷物の運搬に次いで観光・行

楽・レジャーが多い 

図－環状８号線を利用している 
上位 10位のＯＤ（起終点） 

東京都を通過す

るＯＤ 

順位

1 7 東京都杉並区 8 東京都練馬区
2 6 東京都世田谷区 8 東京都練馬区
3 5 東京都中野区 7 東京都杉並区
4 7 東京都杉並区 9 東京都板橋区
5 57 埼玉県北部 73 静岡以西
6 6 東京都世田谷区 57 埼玉県北部
7 31 神奈川県西部 70 群馬県
8 7 東京都杉並区 59 埼玉県南東部
9 61 埼玉県南西部 73 静岡以西

10 6 東京都世田谷区 61 埼玉県南西部

O D

※上表は上位 10位を表しており、これ以外の利用ＯＤも存

在している 
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3．整備効果の整理 

9)企業（災害時通行信頼性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時における通行信頼性 

┃首都高通行止めの過去の事例 

┃大規模災害時でも安定した緊急輸送道路を確保 

環状道路が整備されると、確かに迂回
できて便利だね。 

通行止め時の円滑な企業活動に貢献す
るから会社としても便益があるね！ 

首都高（西新宿～板橋 JCT 間）が５日間通行止めとなった場合、外環（関越～東名）が代替路を

形成することで、迂回による時間短縮が図られ、走行時間短縮便益（約１５億円）、走行経費減

少便益（約２億円）の損失が防げます。 

 首都高速道路で通行止めが発生した場合、外環(関越～東名)が代替路として迂回機能（リダンタン

シー）を発揮します。 

 

 

通行止

 

関越道 

中央道 

東名高速 

外

環 

中 
央 

環 

状 

線 

【タンクローリー事故の発生状況】 

 事故発生場所：首都高速５号池袋線 

          下り熊野町ＪＣＴ 

 通行止めの期間：平成２０年８月３日～８月８日 

 全面開放：平成２０年１０月１４日 
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3．整備効果の整理 

10)企業（物流の効率化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         資料：民間プローブデータ（対象：環状８号線 目白通り～国道 246号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：費用便益分析マニュアル 

定時性の向上により移動時間の信頼性が向上 

┃時間信頼性向上便益 

 外環（関越～東名）が整備されると、所要時間のバラツキが減少し、所要時間の不確実性が減少

します。その便益向上効果は、約１２億円（走行時間短縮便益の約１％）となっております。 

┃首都圏の交通状況 

 外環（関越～東名）に並行する環状８号線の所要時間は、ばらつきがあり、混雑時と非混雑時では

約１６分（上り）、約１３分（下り）の所要時間差が発生しています。 

図－上りの所要時間のばらつき 図－下りの所要時間のばらつき 
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データ件数

旅行時間(分)
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所要時間差 
約 16 分 

凡例 
最小平均所要時間のグラフ 
最大平均所要時間のグラフ 

余裕時間 
約 15 分 

最大平均所要時間・時間帯 

約 50 分（7 時台） 

 

最小平均所要時間・時間帯 

約 34 分（14 時台） 

60km/h で走行した 

場合の所要時間 
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データ件数

旅行時間(分)

所要時間差 
約 13 分 

余裕時間 
約 30 分 

最大平均所要時間・時刻 

約 49 分（17 時台） 

 

60km/h で走行した 

場合の所要時間 

凡例 
最小平均所要時間のグラフ 
最大平均所要時間のグラフ 

最小平均所要時間・時刻 

約 36 分（14 時台） 

所要時間

所要時間

出
現
率

出
現
率

○整備無

○整備有

ばらつき度合い

ばらつき度合い

ばらつき度合い（標準偏
差）の変化を金銭表現化

外環（関越～東名）整備による 

時間信頼性向上便益 

約１２億円／年 

環八の渋滞で時間が読めないことがある

から、搬送時に早く会社を出ていたけど、

これからは時間も読めて、もっと多くの

搬送ができそう。 
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3．整備効果の整理 

 

11)その他（費用便益分析） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備効果（経済・財政） 

┃外環の総便益 

 外環(関越～東名)整備による走行時間短縮、走行経費縮減、交通事故減少の総便益は約２．４兆

円です。 

約 26,000億円 

約 11,500億円 
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3．整備効果の整理 
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